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序文

宗像市は、福岡市と北九小i'I市の中間に位置し、両大都市の通勤圏として宅地化が

進みました。昭和38年に始まった自由ヶ丘団地の造成、昭和41年に始まった日の里

団地の造成、さらには2つの大学の進出が加わり、「学術・文化・国際交流都市」

を目指して発展を続け今日に至つております。

このような急速な都市化と併行して、昭和47年には農業振興地域の指定を受けて

農用地の計画的利用を進め、県営圃場整備等による農業基盤整備事業が行われてお

ります。

大型の農業基盤整備は、 事業規模が大きいだけに自然環境や歴史的景観の大幅な

変化を伴うものであり、残念ながらほとんどの埋蔵文化財は消滅の危機にさらされ、

緊急な対策を常に迫られています。

このような状況の中で失われ行く埋蔵文化財に対して、不十分ながらも記録保存

に努め、多くの成果をあげてまいりました。

今回の報告書は平成3年度に発掘調査を実施した冨地原神屋崎遺跡の記録を納め

ており、なかでも百数十点ほど出土した古墳時代の滑石臼玉をはじめとする未製品

は、 当時の玉つくり工程を伺える好資料であります。

最後に、本書が広く文化財保護および学術研究に貢献することを念願いたします

とともに、発掘調査全般にわたってご協力をいただいた多くの方々に心からの感謝

の意を表する次第であります。

平成8年3月2q日

宗像市教育委員会

教育長森下照清
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1 . 本書は、平成3年度冨地原地区県営圃場整備に伴つて実施した冨地原神屋崎

遺跡の埋蔵文化財の発掘調査報告書である。

発掘調査は、宗像市教育委員会が事業主体となつて実施した。

福岡県文化財番号は330530とする。

追構は、呼称を全て記号化し、住居跡および掘立柱建物はSB、溝状遺構

はSD、柱穴はsp、士坑はSK、不明遺構はSXとする。
本報告蓄の遺物番号は、すべて通し番号である。

測量は、国土調査法第II座標系を用い、方位は磁北である。

遺構の実測は主に白木英敏が行い、安部裕久の協力を得た。

遺物の実測は白木が行った。

遺構、遺物の製固は吉田佳世、中原美知子、多比良佳奈子が、遺物の整理

は西村広子、田代貞子、武田博子、田崎紘子、東和子、濱田広美が行った。

逍構、逍物の写真撮影は白木が行った。

本書の執箪、編集は白木が行った。
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第1章序説

1 • 調査の経過

宗像市は、福岡市・北九州市の中間に位置しており、両大都市の通勤圏内にあって急速

なベットタウン化が進み、宅地造成や道路整備など開発の波が押し寄せている。かつて純

股村であった本市においても農業経営に都市近郊型の複合経営を目指す生産基盤の整備が

進められている。今回の調査は、豊業基盤整備事業の一つである冨地原地区県営圃場整備

事業にともなう事前の緊急発掘調査である。事業規模が大型であるために、確認された遺

跡の現状保存は困難を極めており、盛土等による可能な限りの保存対策を講じてきたが、

消滅が必至の区域については記録保存という形で対処した。

本書は平成3年度に実施された冨地原地区県営圃場整備事業にともなう 3件の緊急発掘

調査のうち冨地原神屋崎遺跡について報告するものである。

宮地原神屋崎造跡は、新If.山（標高325.7m)から北に派生する舌状丘陵の西側縁辺に所

在する。圃場整備事業で切り盛り調整がとれず、肖lj平される範囲について試掘調査を実施

し、その結果、竪穴住居跡や土坑、柱穴など遺構の確認された2,300m'について調査区を設

定し、緊急発掘調査を行う運ぴとなった。

検出した遺構には掘立柱建物跡3棟、竪穴住居跡19棟、上坑35基、柱穴群などがあり、

弥生時代、中世の遺物が若干出土するものの、その主体は5世紀後半頃-6世紀前半にか

けての集落跡である。遺構の残存状況は決して良好ではなかったが、注目すべきは滑石製

品の生産に従事する集落と考えられることである。 SK8をはじめ住居跡や土坑から多数

の滑石原石、剥片に混じって滑石製臼玉・有孔円板の未製品などが百数十点ほど出土して

おり、製作工程を推定できる好資料となった。発掘調資は平成3年6月 1日から滸手し、

同年9月4日で終了した。

なお事業は次の組織で行った。

組 織

(1)平成3年度 発掘調査組織構成

総 括宗像市教育委員会教 育 長 森下照清

教育部長 中山宏基

社会教育課長 吉田繁利

文化係長 尾山 清

-1-



庶務・会計

発掘調査担当

主

技

事原俊

師安部裕久

嘱 託白木英敏

(2)平成7年度 報告書作成組織構成

総 括宗像市教育委員会教 --自 長 森下照清

教育部長 中野和人

社会教育課長 藤野英美

文化係長 原 俊

庶務・会計 文化係長 原 俊

報告書担当 技 師 白木英敏

今回の発掘調査に当たっては福岡農林事務所、宗像市農業振輿課、冨地原土地改良区の

方々にこ協力いただいた。また、調査を進める上で多くの方々のこ指導、助言、応援をい

ただいた。この場を借りて心からお礼申し上げます。

2. 位置と環境

冨地原神屋崎遺跡は、福岡県宗像市大字冨地原（字神屋崎） 2005番地ほかに所在し、新

立山（標高325.7m)から北に派生する舌状丘陵の西側縁辺、標高15~16mの範囲に営まれ

ている。

周辺遺跡については既刊の冨地原地区圃場整備関係の報告書で再三触れられているため

ここでは割愛し、以下に文献名を掲げておく 。

宗像市教育委員会「冨地原上瀬ヶ浦」宗像市文化財調査報告書第38集 1 9 9 4 

宗像市教育委員会「冨地原川原田 I」宗像市文化財調査報告書第39集 1 9 9 4 

宗像市教育委員会 「冨地原森」宗像市文化財調査報告書第40集 199 5 
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1冨地原神屋崎迫跡 2冨地原岩野A遺跡

4冨地原梅木迫跡（名残遺跡群） 5冨地原岩野B迫跡

7冨地原川原田遺跡

10冨地原明天寺遺跡
13武丸高田遺跡

8冨地原上瀬ケ浦遺跡

11冨地原古賀遺跡
14武丸小伏遺跡

第 1図 周辺遺跡分布地図 (1/25,000)

-3-

3冨地原森崎迫跡

6冨地原森迫跡

9冨地原上瀬ケ浦B遺跡

12冨地原深田遺跡

15吉留京田追跡



! . I .. 

第2図事業計画図 (1/2,000)
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第2章 調査の内容

1 • 土坑

SK 1 (図版2、第4図）

調査区の北東端に位猶し、平而形は隅丸長方形で長径2.8m、短径1.7mを測る。

出土遺物 （第5図）

土師器 (001,.__,005) 001,....,003は甕である。 001は口緑部を「く」字形に外反し、内頸部直

下は接合部で剥離している。復元n径15.0cmを測る。002・003は風化の進んだ小片である。

口縁部は丸みをもって外反し、端部を僅かに肥厚させる。

004は坪である。イ本部下半を欠くが、復元口径は13.6cmを測る。005は鉢である。口縁は強

く短く外）又し、端部を断面方形に収める。

須恵器 (006) 坪蓋のn縁部小片である。天井部は平らで、夭井部とに1縁部の境をなす稜

は鈍く、口縁端部は断面方形に収める。調整は天井部が稜線の付近まで回転ヘラ削りで、

他はヨコナデである。焼成は軟調で白灰色を呈しており、風化が進んでいる。

SK 2 (図版3、第4固）

調査区の北側に位置し、 SB 21の柱ハを切っている。平面形は不整長方形で長径2.2m、

短径1.65mを測る。

出土遺物 （第5図）

土師器 (007・008) 007は甑か鉢の口縁部片であろう。胴部はほとんど張らず、口縁部は

緩やかに外反する。

008は甑の底部小片である。円形の穿孔が一ヶ所残るのみで、全体の構成は不明。

SK 3 (図版3、第4図）

調査区の北東端、 SK4・5の北に位置し、平面形は不整楕円形で長径2.15m、短径2.0m

を測る。

出土遺物 （第5図）

土師器 (009・010) 009はほぼ完形の坪である。丸底で深みがあり、体部は内盆しながら

立ち上がる。口縁部をヨコナデによって僅かに内傾させる。外面はハケ目の後ナデで仕上

げており、内面は丁寧なナデを施す。

-7-



奎_ ill 

‘ 

、 ‘、 I
15.80M 

~ 
11 II 

：
 

j
 

員＂＇＂ 
w
呂．
9
-

町
付
叶

w
o
v
.Sl 

口三

~ 

ド

ー

ー

，

．
 

W
O
L
5
l
 

¥
¥
j
言

＿叩OM

一
B§.1!  坐M

~ 

I 15. 70M 

2=__----; 

_ _ L -
=--

第41;;(1 SK [ "-6迫構実測図 (]/40)

-8-

ー
ド
日
日
廿
廿
い
日
U
ー"

15 OOM 

• 一一
=---— 

゜
2M 



／冷
001

，．
 

‘‘
 

、‘‘
L
¥
 

~
り90
0
4

‘‘
 ー‘/

‘
‘
/
0
0
8
 

―
-
＼
ー
、
‘

__• 
．
．
．
 

.

.

 

、

゜

二 一ー：3

~~ 005 
：、戸

006 

□ 
--《:

I I 010 

012 

5cm 

゜
IQcm 

011 

第5図 SK1~3・6・7出土迫物実測図 (1/3・1/2)

010は鉢の口縁部小片である。外面はハケ目、内面はヘラ削りを施す。

SK 4 (固版3、第4図）

調査区の北東端、 SK5の東に位囮し、 平面形は不整楕円形で長径2.15m、短径2.0mを

測る。出土遺物は土師器の細片などが少量出土しているが図化し得ない。
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第7図 SKS出土遺物実測図① (1/3) 

SK 5 (固版3、第4図）

調査区の北東端、 SK4の西に位

岡し、平面形は不整梢円形で長径1.4

m、短径I.Omを測る。

出土遺物は土師器、弥生土器の細

片が少量出土しているが図化し得な

し‘
゜

SK 6 (図版4、第4図）

調査区の北西、 SB22の西に位問

し、平面形は不整楕円形で長径1.85

m、短径1.7mを測る。南東隅から溝

が延びており、高低差から水溜め遺

構のようだが、覆土は茶褐色土の単

層である。

出土遺物 （第5図）

滑石 (011) 長さ8.5cm、幅5.0cm、

厚さ1.3cm、重量60gを測る。下端に

2ケ所、階段状に切断痕が残るが、

このほかに加工痕は確認でき ない。

原石に切り込みを入れ、節理を利用

して薄い板状の象lj片を採取したので

あろうか。また切断面は直線ではな

く細かな連弧状になっている点は今

後検討が必要であろう。

このほかの遺物に土師器、須思器

の細片があるが図化し得ない。

SK 7 (図版4、第6図）

調査区の北西端、 SK6の西に位置し、平面形は不整形で長径2.6m、短径1.55mを測る。

検出時は複数の土坑が切り合っていると考えたが、切り合い関係は確認できなかった。

出土遺物 （第5図） 出土遺物は僅かである。

土師器 (012) 甕の口縁部である。焼成はやや甘く風化が著しい。口径19.2cmを測る。
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S K8 (図版5、第6図）

調査区の中央部北寄り、 SB 1の西に位置する。平面形は不整隅丸長方形で、長径5.15

m、短径2.6mを測る。大足の滑石製臼玉未製品やその原石、剥片、また土師器などを出土

した。

出土遺物 （第7-13図）

土師器 (013,,.....,052) 013・014・049-052は甕である。口緑部が外反するもの (013・014・

050,,.....,052)、直状に外傾するもの (049)がある。 013は胴部内面ヘラ削り、外面にハケ目を

施す。胎土は良好で]mm以下の砂粒を含み、色調は外面が淡橙色、内面は黄茶色を呈する。

口径15.4cmを測る。014は内頸部直下を指で押さえ、その下位からヘラ削りを施す。胎上はl

mm以下の砂粒を多く含み、色調は灰茶褐色を呈する。口径14.6cmを測る。049は口緑部は完

形で内頸部直下からヘラ削り、外面は板状工貝によるナデを施す。また器壁には煤が付済

しており 2次焼成を受けている。n径15.0onを測る。050は2次焼成を受け風化が進んでい

る。色調は外面が灰桃色、内面灰茶褐色を呈する。口径は14.0cmに復元しているが小片の

ため若干疑問が残る。051は口縁部4分の 1程の破片である。内面はヘラ削り、外面は粗い

ハケ目を施す。復元口径14.0cmを測る。052は口縁部4分の 1程の破片である。内頸部直下

を指で押さえ、その下位から雑なナデ、ヘラ削りを施し、胴部外面はナデで仕上げている。

復元口径14.8cmを測る。

015は高坪の脚部である。坪部および脚裾部を欠くが、器壁は痺手で柱状部と裾部の境は

緩やかである。色調は灰茶色を呈し、基部径は3.1cmを測る。

016は器台である。脚部は内弯気味に 「ハ」字形に開き、 3ケ所に穿孔が残る。復元する

と4ケ所となろう。混入品と考えている。

017・021・022は甑である。017は底部を破損しているが、ほぼ完形品である。底部は平

底で5個の穿孔が残るが、中心部にも孔を配していたと思われる。胴部はあまり張らずに

内弯し、口緑部は直状に立ち上がり端部を丸く収めている。把手は胴部中位より上に埋め

込まれ丁寧にナデ調整を行っている。口縁部はヨコナデ、内面は底部から口縁部へ向かつ

てヘラ削り、外面は胴部中位から底部へ向かってヘラ削り、上半はハケ目を施す。焼成お

よび胎土は良好で細かな砂粒を含み、色調は白灰橙色を呈する。口径22.4cm、器高23.8cm、

底径10.4cmを測る。 021・022は底部である。021は底部に 1本の桟を残し両側を半月状に削

りとっている。内面の調整はヘラ削りで、胎土およぴ焼成は良好、色調は淡橙色を呈する。

022は底部中心に大きめの穿孔を施し、その外側に6ヶ所、不整楕円形の穿孔を配す。内面

の調整はヘラ削りで、胎上および焼成は良好、色調は灰橙色を呈する。

018は甑あるいは鉢の口縁部片である。風化が進んでいるが外面はハケ目調整である。色

-18-



調は外面が灰橙色、内面は灰茶色を呈する。 019・020は把手である。

023~037は坪である。口縁部が内弯するもの (023~027・031~032)、端部が内側にやや

屈曲するもの (028・029・033~035)、外反するもの (036・037)、僅かに外傾するもの

(030)がある。法量では曖昧な点があるが、比較的浅めのもの (023~030)、深めのもの

(031 ~037)がある。 023は風化が進んでいるが、胎土、焼成は良好で色調は淡橙色を呈す

る。口径13.8cm、器高5.9cmを測る。024はナデ調整を施し、色調は淡橙色を呈する。復元口

径13.0cm、復元器高5.2cmを測る。 025はナデ調整を施し、色調は淡橙色を呈する。復元口径

12.4cm、復元器高5.2cmを測る。026は風化が進んでいるが口縁部をヨコナデし、色調は淡橙

色を呈する。復元口径12.8cm、器高4.8cmを測る。027は3分の 1程の破片である。風化が進

んでいるがナデ調整を施し、色調は淡橙色を呈する。復元口径13.0cm、復元器高5.5cmを測

る。028は完形品である。u縁部がヨコナデ、内面はナデ調整を施し、外面は粗いハケ目の
後ナデを行う。色調は外面灰橙色、内面は明橙色を呈する。口径13.0cm、器高5.4cmを測る。

029はナデ調整を施し、色調は赤橙色を呈する。口径13.2cm、復元器高4.6cmを測る。 030は3

分の2程の破片でナデ調整を施し、色調は淡茶橙色を呈する。口径14.8cm、器高4.8cmを測

る。031は目縁部の一部を欠くがほぼ完形品である。外面の風化が進んでいるがナデ調整を

施し、色調は淡赤橙色を呈する。口径13.2cm、器高6.7cmを測る。 032・033・034は内外面と

も風化が進んでいるが口緑部にヨコナデが見られる。焼成はいずれもやや甘く、 032の色調

は淡橙色を呈し、復元口径12.0cm、復元器高5.8cmを測る。 033は橙色を呈し、復元口径11.4

cm、器高5.2cmを測る。 034の色調は外面灰橙色、内面橙褐色を呈する。復元口径11.4cm、復

元器高5.2onを測る。 035は2分の 1程の破片で、色調は淡灰橙色を呈する。復元口径11.8cm、

器高6.1cmを測る。036は口縁部をヨコナデ、内外面はヘラ削りの後ナデで調整し、色調は赤

橙色を呈する。目径13.8cm、器高6.3onを測る。037は風化が著しく、調整は不明瞭である。

色調は外面灰橙色、内面灰黒色を呈する。復元口径11.2cm、復元器高5.8cmを測る。

038は大型の鉢である。体部は深みがあり、口縁部は緩い如意形に立ち上がつて端部を水

平に収める。風化が進んでいるが、外面にハケ目調整を施し、色調は白橙色を里する。復

元口径30.8cmを測る。

039~048はi甘，壺である。口縁部は直状に外傾するもの (039・040・042)、外）又するもの

(041・043~048)がある。 039はn縁部の一部を欠くがほぼ完形品である。U緑部はヨコナ

デ、外面はハケ目の後ナデ仕上げ、内面はナデで仕上げている。胎上は緻密で精良、焼成

は良好である。色調は外面淡赤橙色、内面赤橙色を呈する。口径9.8cm、器高8.6cmを測る。

040は口縁部の4分の 1程の破片である。2次焼成を受けており風化、象lj離が進んでいる。

色調は灰桃色を里し、復元口径10.4cmを測る。 041は口緑部の4分の 1程の破片である。2
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次焼成を受けており風化が進んでいる。色調は外面灰桃色、内面黒褐色を呈する。復元口

径10.2cmを測る。 042は口縁部の6分の 1程の破片である。風化が進んでいるため調整は判

然としない。胎土は良好で微細な砂粒および赤褐色粒を含む。色調は明橙色を呈する。 043

は口縁部の 5分の 1程の破片である。2次焼成を受けており風化が進んでいる。色調は外

面灰桃色、内面淡灰橙色を呈する。044は口縁部の完形である。 2次焼成を受けており風化

が進んでいるが、口縁部はヨコナデ、内面ヘラ削り、外面はハケ目を施す。色調は灰桃色

を呈する。口径12.4cmを測る。 045は胴部の一部を欠くがほぽ完形品である。 2次焼成を受

けており風化が進んでいるが、口縁部はヨコナデ、胴部内面ナデ、外面は胴部下半は削り

の後ナデ仕上げを施す。色調は赤橙色～灰褐色を呈する。口径9.4cm、器高7.4cmを測る。

046は風化が進んでいるが、口縁部はヨコナデ、内面ヘラ削り、外面はハケ目が残存する。

色調は灰橙色を呈する。口径9.4cm、復元器高6.5cmを測る。047は底部の一部に 2次焼成を

受けており、外面の風化が進んでいる。口縁部はヨ コナデ、内面ヘラ削りの後ナデ、外底

部はヘラ削りを施す。色調は灰橙色で2次焼成を受けた部分は赤褐色を呈する。口径9.8cm、

器裔7.9cmを測る。048はほぼ完形品である。粗雑な作りで底部は平底であるが、本来はヘラ

削りによって丸底に形成するのだろう。 2次焼成を受けており風化が進んでいる。口縁部

はヨコナデ、内面ヘラ削りの後ナデを施し内頸部には指痕が残る。色調は外面灰桃色、内

面灰黒色を呈する。口径10.6cm、器高11.9cmを測る。

須恵器 (053) 聡の口縁部片である。頸基部は比較的太く、口頸部にはシャープな凸線が

一条巡り、その下に緻密な波状文を施す。また口緑端部上面には段を有する。胎土およぴ

焼成は良好・堅緻で、色調は暗青灰色を呈し、復元口径11.0cm、復元頸部径6.2cmを測る。

石器 (054~175) 滑石の原石や剥片、未製品、砥石など滑石製臼玉製作にかかわる石製

品が多数出土している。

滑石原石 (054~058) 色調は鈍い光沢を持つ黄茶色あるいは緑茶色を呈する。 054は長さ

8.7cm、幅4.0cm、厚さ1.53cm程で重量は147.0gを測る。055は長さ8.0cm、幅5.5cm、厚さ1.2cm程

で重量は62.9gを測る。056は長さ7.5cm、幅3.0cm、厚さ1.34cm程で重旦は36.lgを測る。 057は

長さ8.0cm、幅4.0cm、厚さl.4cn1程で重量は41.4gを測る。058は長さ6.3cm、幅4.5cm、厚さ1.12cm

程で重量は29.lgを測る。

軽石原石 (059) 他地域からの搬入品であることには疑いないが、分析等を行っていない

ため産地等は不明である。色調は灰茶色を呈する。表面は軟質のため風化しており、使用

痕等は確認できないが、出土遺構の性格から滑石の研磨に用いた可能性もあろう。長さ

10.2cm、幅7.3cm、厚さ4.8cm程で重量は58.3gを測る。
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砥石 (060・061) 060は硬質砂岩製で長さ13.2an、幅6.0cm、厚さ4.7an程で重砧は736gを測

る。主に 「L」字形に2面を使用し、裏面はまったくの未使用である。061は緻密な硬質砂

岩製で現存長8.lan、幅5.7an、厚さ5.1cm程で重址は312gを測る。 4面を使用しており側面の

角には鉄製利器によると思われるエ具痕が残る。

滑石製品 (062~175) 062~068は両面を研靡し、板状加工を施してある。062は破損して

いるが両面および側面を研磨しており、本来、整った隅丸（長）方形の板状品であったろう。

上端から4.0mmの位置で片側から筋切りを行い、 厚さ2.0mm程の剥片を取り出している。計測

値は現状で、タテ39.1mm、ヨコ46.7mm、厚さ4.4mm、重量は12.lgである。063は両面に粗い研

磨を施し、上端に両側からの筋切りを行い折り割つているが、筋が合わずに折り損ね、バ

リの残る部分がある。計測値は現状で、タテ22.4mm、ヨコ38.8mn1、厚さ3.7mm、重雇は4.15gで

ある。064は両面に粗い研磨を施し、タテ28.1mm、ヨコ49.2mm、厚さ4.1mm、重量は8.0gを測る。

065は両而に粗い研磨を施し、上端に片側からの筋切りが残っている。タテ14.0mm、ヨコ18.0

mm、厚さ3.1mm、重量はl.Ogを測る。066~068は両面に粗い研磨を施している。筋切り痕は確

認できない。

069~071は表面の研磨は施されていないようだが、上端には両側からの筋切り痕が残る。

072は表面未調整で穿孔のみが施されている滑石未製品である。

073~085は未穿孔の方形チップ（臼玉未製品）である。ほとんどは両面からの筋切りを

行ったのち折り割つている。

086~ 103は穿孔途中で放棄した方形チップである。薄く剥離しているものが多く、確実

に本来の厚みを残すチップは086・092・095・098・102・103である。2ケ所に穿孔を持つも

の (102・103)もある。

104~ 151は穿孔が貫通している方形チップである。薄く剥離しているものが多く、確実

に本来の厚みを残すチップは104・112・122・147である。

152~ 156は方形チップの角を研磨によって落とした段階のものである。

157~175は臼玉である。これらは研磨の段階で破損するなどの理由で廃棄された、いわ

ゆる「失敗品」がほとんどと思われるが、判別はイ屯可能である。なお本遺構から出土した

滑石製臼玉の完形品は、 175の1点のみである。

土製丸玉未製品 (176) 穿孔は未貰通である。胎土およぴ焼成は良好で、色調は淡橙色を

呈する。長径12.8mm、短径10.6mm、重量は1.65gを測る。

以 Kの出土遺物以外にも、 SB 14出土の須恵器旭と接合する資料があるが「4. その他

の遺構、遺物」の中で紹介する。
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SK 9 (第6図）

調杏区の中央部北寄り、 SK8の西に位置する。平而形は不整方形で長径1.08m、短径

0.93mを測る。出土遺物は七師器の細片などが少量出土しているが、図化し得るものはな

し、

゜

S K10 (第6図）

調査区の中央部西端、 SK7の南に位附する。平面形は不整形で長径1.96m、短径1.53m 

を測る。出土迫物は土師器、弥生土器の細片が少量出七しているが図化し得ない。

SK 11 (第14図）

調査区の中央部束に位盟し、 S82の北西角から延びる排水溝を切っている。平面形は

隅丸方形で長径0.9m、短径0.75mを測る。出土遺物は上師器片が少量出七している。

出土遺物 （第15図）

土師器 (177) 甕の口縁部片である。胴部はあまり張らず、 Ll縁部は丸みを持つて外反す

る。風化が進んでいるが1人］面はヘラ削り、外面はハケ目を施すc 色調は灰橙色を呈する。
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SK  12 (第14図）

調査区の中央部東に位置し、平面形は不整方形で長径0.5m、短径0.45mを測る。出土遺

物は土師器の細片が少量出土している。

出土遺物 （第15図）

土師器 (178) 甕の口縁部、 4分の 1程の破片である。「く」 字形に強く外反し、内頸部

直下よりヘラ削りを施す。色調は明橙色で、復元口径12.6cmを測る。

S K13 (第14図）

調査区の中央部東に位阻し、 SK 14に切られる。平面形は不明で長径0.95m、短径0.7a 

mを測る。出土遺物は土師器甑の小片が出上しているが図化し得ない。底部に円形と思わ

れる穿孔の一部が残存する。

SK  14 (第14図）

調査区の中央部東に位逍し、 SK13を切つている。平面形は不整楕円形で長径2.0m、短

径1.Smを測る。

出土遺物 （第15図）

土師器 (179・180) いずれも甕である。 179は外反する口縁部を持ち、内面ヘラ削り、外

面は荒いハケで調整している。色調は灰橙色で、復元n径14.8gを測る。180は口縁部小片で

ある。口縁部は短く外傾して直状に立ち上がり、内面ヘラ削り、外面は風化が著しく不明。

色調は赤橙色を呈する。

S K15 (第14図）

調査区の中央部、 SK8の南に位阻する。平面形は不整楕円形で長径1.22m、短径0.9m

を測る。出土迫物は上師器片が少量出土しているが図化し得るものはない。

S K16 (第14図）

調査区の巾央部、 SK15の南西に位盟する。平面形は不整楕円形で長径0.32m、短径0.27

mを測る。出七逍物は土師器片が少量出土しているが図化し得るものはない。

S K17 (第14図）

調杏区の西端に位置し、 SB9に切られる。平面形は不整梢円形で長径2.1am、短径1.2

mを測る。
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第16図 S K 18・19出土迫物実測図 (1/3)

出土遺物 （第15図）

土師器 (181・182) 181は甕の口縁部である。肩部はまった＜張らず口縁部は緩やかに外

反する。内面ヘラ削り、外面は荒いハケを施す。色調は茶橙色を呈する。

182は甑や甕などの把手である。短い牛角状を呈する c

須恵器 (183) 坪蓋の小片である。稜はやや鋭さを失っているが、ヘラ削りは稜の付近ま

で施されている。胎土およぴ焼成は良好で、色調は青灰色を呈する。

S K18 (第14図）

調査区の中央部東、 S84の西に位置する。平面形は不整形で長径1.12m、短径0.82mを

測る。中央を柱穴状に掘込み、その両側にテラスを持つ。

出土遺物 （第16図）

弥生土器 (184・185) 184は靡坪の坪部である。口緑部は外）又し、端部を僅かに肥犀させ

る。胎土は2mm前後の砂粒を多く含み、色調は橙色を呈する。復元LJ径26.2cmを測る。

185は甕の底部か。凸レンズ状の平底を呈し内、外面ともナデで仕上げているが、内面に

は削り状の調整痕が残る。色調は暗橙色を呈し、底径6.6cmを測る。

S K19 (第14図）

調査区の中央部束、 SB4の西に位窟する。平面形は不整楕円形で長径0.72m、短径0.45

mを測る。出土遺物は弥生土器片が少星出土している。
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第17図 S K2l出土遺物実測図 (1/3)

出土遺物 （第16図）

弥生土器 (l86) 壺の底部であろう。凸レンズ状の平底を呈し内、外面ともナデで仕上げ

ている。色調は赤橙色を呈し、底径5.6cmを測る。

S K20 (第14図）

調査区の中央部束、 SB5の南に位薗する。平面形は不整長楕円形で長径2.4m、短径

0.85mを測る。出土遺物は弥生土器片が少量出土しているが図化し得るものはない。

S K21 (図版6、第14図）

調査区の中央部西、 SB 7・8・14・15などに囲まれるように位盟する。平面形は不整方

形で長径2.15m、短径l.9mを測る。

出土遺物 （第17図）

土師器 (187-189) 187は甑である。底部を欠くが胴部は外傾して緩やかに内弯しながら

立ち上がる。口緑部は直状でやや肥厚し、端部は水平に収めているが、ヨコナデによって

外側に僅かにつまみ出す。調整は内、外面ともハケ目の後、口縁部付近までヘラ削りを行

っている。色調は赤橙色を呈し、復元口径31.6cmを測る。

188は高坪の脚部片である。風化が著しいが、内面にはしぽり痕が残る。胎上は微細な砂
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粒、赤褐色粒を含むが良好で、色調は淡黄茶色を呈する。基部径は3.5cmを測る。

189は坪である。外面体部下半をヘラ削り、他はナデで仕上げている。胎土は良好で、色

調は茶橙色を呈し、復元口径15.0cm、器高5.5cmを測る。

このほかに滑石小片が3点出土している。

S K22 (第18図）

調査区の中央部西、 S88の南に位問し、平面形は不整楕円形で長径l.lm、短径l.Omを

測る。出土遺物は土師器片が少量出土しているが図化し得るものはない。土器以外では滑

石原石の小片が 1点出土している。

S K23 (第18図）

調査区のほぱ中央部、 SK24の北に位逍し、平面形は不整長方形で長径1.9m、短径1.15

mを測る。出土迫物は土師器片が少鼠出土しているが図化し得るものはない。

S K24 (第18図）

調査区のほぱ中央部、 SK23の南に位置し、平面形は不整梢円形で長径1.8m、短径0.95

mを測る。出土追物は土師器片が少鼠出土しているが図化し得るものはない。

S K25 (第18固）

調査区のほぽ中央部、 SK23の北西に位置し、平面形は不整楕円形で長径1.70m、短径

1.25mを測る。出土遺物は土師器片が少量出土しているが図化し得るものはない。

S K26 (第18図）

調査区の巾央部西、 SK27の東に位置する。SB 13の排水溝に切られているため、平面

形は不明で長径0.9m、短径0.55amを測る。出土遺物は土師器片が少鼠出土しているが図

化し得るものはない。土器以外では滑石原石の剥片が1点出十している。

S K27 (第18図）

調査区の中央部西、 SK26の西に位置する。 SB 12・13の排水溝を切る。平面形は不整

形で長径2.3m、短径1.4-amを測る。

出土遺物 （第19・20図）

土師器 (190~196) 190~ 192・195は抵である。190は丸味の強い外｝又する口緑を持ち、色

-28-



-― ¥' t, ゞ ,;;:.,r---
1ヽ、、
" 

；ミ }-..._~

¥¥ I I _,、、
： 
，゚
 

ー/‘ 
三
，
 

111 

ー

‘‘ 'ヽ/192 

‘

-
191 

一‘9

-／ぃ
_

―
 

_

-

て
＼
、
‘
、

戸
—
ー
，
＇

り'

□ l __ ,,. 
―-i-―-―――} -』-一口／

，
 

，＼
 

＼
 

—\ 
ー
＇

゜
lQcm 

r-~ ，和，• ::..-:-、
, : t. ,,,,.-=:-ぶヽ．
父"・ゃ.'., ' ~., .. 
々

• 、,・J,. .,.・ ・・～ヽ
,:-・- ; ,,'・',., . 
も吋；・,-,.i.:喜 ＇ヽ,C茫ぶ

＇べ:"-.:~ベ,,,
..;.:.--

't-le . _, .. , •. , ・, •·~-,、
＼公C咳
・・, 

0196 

7
 ，
 

~
 

＼
門
ー1M’

.

.

.
 9
 .
 

.•

..

.

• 
’
 

9

9

 

,
.
'
,
 

•• 

．．． 

・`・`
―

à
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第19図 S K27出土遺物実測固① (1/3) 

調は茶橙色、復元口径17.0cmを測る。191は口縁部小片である。内、外面ともハケ目の後ヨ

コナデ、内頸部直下からヘラ削りを行う。色調は茶橙色を呈する。 192は胴部は球形に近く、
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緩やかに外反する口緑部を持

つ。外面は荒いハケ目、内面

はヘラ削りを施す。色調は茶

橙色、復元口径14.0cmを測る。

195は把手付の甕である。胴

部はあまり張らずに立ち上が

り、口縁部を強く外反する。

口縁部内面にハケ目が残り、

胴部内面はヘラ削り、外面は

ナデで仕上げている。色調は

灰橙色を呈し、復元口径27.4

cmを測る。

193は鉢である。体部は深

みがあり、短く内弯する口緑部を持つ。調整は丁寧なナデ仕上げで、色調は淡灰橙色を呈

~ 
。

5cm 

ーロー
/—--=>

199 

0 2cm 

一
第20屈 S K27出土追物実測図② (1/2・1/1) 

し、復元口径12.8cmを測る。

194は高坪の脚部である。裾部は 「ハ」字形に開き、内面に稜を持つて端部で立脚する。

色調は赤橙色を呈し、基部径2.7cmを測る。

196は甑、甕などの把手である。断面は上面が僅かにくぼんだ偏楕円形で、色調は赤橙色

を呈する。

須恵器 (197) 甕などの胴部片である。内面には同心円文のあて具痕が残り、外面は平行

タタキの後、カキ目を行う。胎上はやや粗で1mm以下の砂粒、黒色粒を含み、焼成は良好、

色調は暗青灰色を呈する。

滑石製品 098・199) 198は原石である。タテ6.San、ヨコ7.4cm、最大原2.6cm、重量155.7g

を測る。199は両面に摺目の残る板状品である。側面には加工痕はなくタテl.37cn1、ヨコ2.31

cm、最大厚0.39cm、重鼠1.9gを測る。

S K28 (第18区I)

調査区の中央部西、 SK27の西に位阻する。平面形は不整梢円形で長径1.0m、短径0.8m

を測る。

出土遺物 （第22固）

須恵器 (200) 坪身である。底部を欠くが口縁部は全周する。作りは薄手でやや雑だが全

体に鋭さが残る。口縁は端部に内傾する段を持ち、胎土は並で1mm以下の砂粒、黒色粒を含
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｀ ..L 

゜
SK33 

ヽヽ

15.80M 

＝／一.....---:::::,.こ
A A'15 10M 

享 こ
B..J..UQ_M 

- 三\—二二二二二三

。
C 
ZM 

c・15.10M 

声

第21図 S K32-36遺構実測図 (1/40)

み、焼成はやや軟調である。口径10.1cm、復元器高4.5cm、受部径12.6cm、立ち上がり高1.7cm

を測る。

S K29 (第18図）

平面形は不整梢円形で長径1.0am、短径0.8mを測る。出土迫物は土師器片が少羅出土し

ているが図化し得るものはない。

S K30 

調査区の南束部に位隈し、平面形は不整楕円形で長径1.15m、短径0.65mを測る。出土遺

物は土師器片が少量出土しているが図化し得るものはない。
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第22図 S K28・31・33・34出上遺物実測図 (1/3)

S K31 (第18図）

調査区の南部、 SB 18の東に位置し、平面形は不整楕円形で長径l.lm、短径1.05mを測

る。

出土遺物 （第22図）

須恵器 (201) 胴部片である。外面は平行タタキ、内面は丁寧なナデである。胎土は微細

な砂粒を含むが緻密で焼成は軟調、色調は白灰色を呈する。

S K32 (図版6、第21図）

調査区の南部に位瞳し、SK33を切る。平面形は不明で長径1.0m、短径0.85amを測る。

出土遺物は内面ナデ、外面平行タタキを施す軟質の須恵器細片およぴ土師器片が少量出土

しているが、図化し得るものはない。

S K33 (図版6、第21圏）

調査区の南部に位置し、 SK32・34に切られ、 SK36を切る。平面形は不整形で長径2.6

m、短径2.15mを測る。
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出土遺物 （第22図）

土師器 (202~ 206) 202は高坪の脚部である。裾部は偏平で端部がやや反り気味となる。

内面はヨコ方向のヘラ削りによる稜を持つ。胎上および焼成は良好で、色調は茶橙色を呈

する。

203~205は甕の口縁部である。 203は丸味を持って強く外反し、内頸部直下からヨコ方向

のヘラ削りを施す。胎土、焼成は良好で色調は淡灰橙色を呈する。復元口径15.0anを測る。

204は「く」字形に強く外反し、内面ヘラ削り、外面はハケ目を行っている。色調は淡灰橙

色を呈する。 205は張りのない胴部から外反する口縁部を持つ。内面は削り後ナデ、他もナ

デで仕上げている。外面は淡茶橙色を呈する。

206は把手である。断面は不整円形で、胎上は細かな砂粒を含むが緻密、焼成は良好で、

色調は茶橙色を呈する。

須恵器 (207) 高坪の脚部である。「ハ」字形に外反し、 1条の稜を作ったのち端部は内

側に屈曲する。長方形透かしの 1辺が残っている。なお脚底径7.7anに復元しているが小片

のため若干疑問が残る。胎土、焼成は良好で色調は肯灰色を呈する。

S K34 (図版6、第21図）

調査区の南部に位宜し、 SK32・34に切られ、 SK 33・36を切る。平面形は不整円形で

長径0.85am、短径0.8mを測る。

出土遺物 （第22園） 出土遺物は僅かである。

土師器 (208・209) 208は甕の口縁部片である。内面には頸部直下からのヘラ削りを施す。

209は鉢の口縁部片であろう。丁寧なナデもしくは研磨を施す。

S K35 (第21図）

調査区のほぽ中央部に位樅し、 SB5およびSB3の排水溝に切られる。平面形は不整

形で長径1.4am、短径1.25mを測る。出土迫物は土師器片が少量出土しているが回化し得

るものはない。

S K36 (図版6、第21図）

調査区の南部に位置し、 SK33・34に切られる。平面形は不明で長径1.1am、短径l.Om

を測る。出上遺物はない。
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2. 竪穴住居跡

住居跡に関わる主な切り合い関係 （古）→ （新）
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第23図 SB I遺構実測図 (1/60)
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第24図 S82遺構実測図<1/60) 

S B 1 a (古） . b 

（新）（図版7、第23図）

調査区の北束部、 S

K8の東に位阻する拡

張住居である。残存不

良のため、固壁溝の検

出によってその存在が

確認された。西辺は変

えずに北辺を0.9~1.0m、

束辺を0.8m、南辺は僅

かに0.3mほど拡張され

ている。主柱穴はいず

れも 4本であろうが S

B 1 aは 1本未検出で

ある。 また柱ハは移動

させる必災がなかった

ため、 aから bへと継

続使用されているようだ。

bは北西角から西に向かつて排水溝が延びている。aについては北西角が失われている

ため排水溝の行無は不明である。ただ確証はないのだが、その位沢関係から少凪の土師器

片を出土した SD4が排水溝として連接する可能性がある。

出土遺物 （第25図） 遺物は少量だが、すべて SB 1 bの北周壁溝 (210・211)および南

周壁溝 (212)から出上している。

土師器 (210,.....,212) 210・211は甕のLI緑部である。210は張りの少ない胴部から、直状に

外傾するU縁部を持つ。外血はハケ目、内面は削りの後ナデ仕上げで、色調は外而赤橙色

を呈する。211は強く外反する口緑部を持ち、色調は風化が進んでいるが白灰柁色を呈する。

212は甑あるいは鉢のn緑部である。色調は外面赤茶橙色を呈し、内面はハケ目の後ナデ、

外面はハケ目を施す。

SB 2 (図版7、第24図）

調査区の中央部束に位判し、 SB3を切り、 SK11'こ排水溝を切られている。主柱穴は

確認されなかった。周壁溝が巡り、北西角からは西に向かつて排水溝が延びている。北辺
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中程に火床が残っており、ここが竜であった可能性が高い。

出土遺物 （第25図） 遺物は主に窪跡付近床面 (217)、北周壁溝 (220)、南｝団壁溝 (218・

219)、他は覆上から出土している。

土師器 (213~218) 213・214は坪である。213はほぽ完形品で色調は白橙色を呈する。ロ

径11.8cm、器高5.6anを測る。 214は体部下半を手持ちヘラ削り、他はナデで1t上げている。

胎土は良好で色調は灰橙色を呈する。復元口径13.8cmを測る。

215は鉢である。口縁部はヨコナデ、内面はヘラ削りを施す。色調は2次焼成を受けてい

るため灰桃色を呈する。復元口径12.8cmを測る。
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216は小型の甕である。色調は2次焼成を受けているため灰桃色を呈する。復元口径12.2cm

を測る。

217は高坪である。坪部はほぽ完形だが脚部を欠く。坪部は深味があり、屈曲部はあまり

明瞭ではない。風化が進んでいるが色調は茶橙色を呈し、口径14.2cm、坪部高7.0cmを測る。

218は甑などの把手である。胎土は良好で、淡茶灰色を呈する。

石器 (219・220) 219・220はいずれも滑石である。 219は有孔円板の未製品であろう。両

面を研磨し板状に仕上げ、側面研磨の途中で放棄したものと考えている。タテ1.91cm、ヨ

コ2.02cm、厚さ0.4cm、重量2.5gを測る。

220は原石である。タテ8.5cm、ヨコ7.0⑳、厚さ3.1cm、重呈220gを測る。

SB 3 a (古） • b (新）（図版7、第26図）

調査区の中央部東に位笛し、 SB2・SB4に切られる。拡張住居と考えられ、西辺お

よぴ北辺はそのままに束辺を0.85m、南辺を0.9mほど拡張されている。また北西角からは

西に向かつて約10mの長さで排水溝が延ぴている。

主柱穴はいずれも 4本であるが、柱ハは SB 1でも確認されているように、 SB3 aか

らbへと継続使用されているようだ。

竃については北辺中程に火床が残っており、ここが竃であった可能性が涵い。

出土遺物 （第27・28図） SB3bの出土迫物は北周壁溝 (224・231)、南周壁溝 (236)、

西周壁溝 (221・223・225,..,_.,228・232・235・237・238)、床面 (240)、他は覆上から、 SB 

3 aの出土迫物は柱イ (241)からである。

土師器 (221~239) 221---.,224は坪である。 221は口緑部の一部を欠くが、ほぼ完形品であ

る。体部に深味があり、口縁部は緩やかに内弯する。色調は茶橙色を呈し、口径12.8cm、

器閾6.4cmを測る。 222は深味のある体部を持ち、口縁部は僅かに外反する。外面にはハケ目

が残るが、全体をナデで仕上げている。復元口径13.4cmを測る。 223は底部付近から丸味を

もって屈曲し、口緑部は直状に立ち上がつて端部を僅かに内傾させる。体部下半はヘラ削

り、他はナデで仕上げている。色調は灰橙色を呈し、器高は6.7cmを測る。 224は口縁端部を

強いヨコナデによって屈曲させている。体部下半を手持ちヘラ削り、他はナデで仕上げて

おり、復元n径14.4cmを測る。

225---.,230は鉢である。 225は体部はあまり張らずに口縁部を緩やかに外収させる。口緑部

はヨコナデ、内面はヘラ削り、外面はハケ目が残る。外面は2次焼成を受けており、色調は

灰桃色を呈する。復元口径13.4cm、器高10.7cmを測る。 226は4分の 1程の破片である。色調

は赤橙色を呈し、復元口径12.8cmを測る。 227は丸底で、体部は張りが強く頸部直下に最大

-38-



口

ロ 二，

6
 
2
 
2
 

刀
‘二'¥l一デ

ゃ
rーーぃゞ
警

言
“

、~-'---- --
~/ --' - 〗ー：

--〖口

万~o

言ご、、

r=---、V
ー I―-=-J-r--,-

-

2

3

4

 

□
〗
‘
、
゜

JOcm 

第27図 SB3出土遺物実測図① (1/3) 

-39-



ニ 136 0
238 ゜

lQcm 

，`、ロ

ロ、こ鯛~9

第28圏

゜

C ―11 --:J 
240 

5cm 

: : I 

,、ニ 0237 

S83出土遺物実測固② (1/3・1/2) 

241 

径を持ち、 口緑部は短く外）又

する。色調は茶橙色を呈し、

復元口径11.0an、器高7.1cm、

復元体部最大径12.4cmを測る。

228~230は短く外）又する口縁

部を持つ小片である。色調は

いずれも灰橙色を呈する。

231 ~234は甕である。231は

偏球形の胴部から緩やかに外

J又する口縁部を持ち、内面へ

ラ削り、外面はハケ目が微か

に残存する。色調は赤橙色を

用し、復元n径15.8cmを測る。
232は2分の 1程の破片であ

る。丸底でなで肩の胴部を持

ち、 日縁部は外傾して短く直

状に延ぴる。調整は内曲ヘラ

削り、外面はハケ目を施すが、

内面にはヘラ状工具による刺

突の様な痕跡が残るが接合痕であろうか。底部から胴部最大径付近まで2次焼成を受けて

おり、肩部には煤が付沼する。色調は灰桃色を里し、復元口径11.0cm、器高13.1cm、体部最

大径14.2cmを測る。233は丸味のある胴部から「＜」字形に外反する口縁部を持ち、内而ヘ

ラ削り、外面ハケ目を施す。色調は灰橙色を里し、復元口径15.0叩を測る。234は口緑部小

片である。「く」字形に外）又する口縁部を持ち、色調は灰橙色を呈する。

235・236は高坪である。 235はほぽ完形の坪部である。体部に深味があり、屈曲部にはや

や甘いが段を持つ。焼成は比較的良好で色調は赤橙色を呈し、 口径15.4cm、坪部高7.0cmを

測る。236は脚部であるが235とは別個体である。偏平に開く裾部を持ち、端部で立脚する。

色調は橙色を呈し、復元脚底径は11.4cmを測る。

237・238は甑などの把手である。 237は細身で断面略円形を呈する。胎上、焼成は良好で、

色調は淡黄灰色を呈する。 238は粗雑な作りである。色調は灰橙色を呈する。

239はミニチュア土器である。内面には特徴的な細かい筋状の文様が巡つているが、 これ

は同心円文の当て貝を型に用いたためではないだろうか。外面はナデで調整し、色調は白
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灰色を呈する。復元LI径4.8⑩、器高1.7cmである。

石器 (240・241) いずれも滑石製である。 240は有孔円板である。直径33.0mm、厚さ5.25mm、

孔径1.5mm、重鼠9.9gを測る。241は原石の一部に鉄製利器で据られた痕跡が残る。長さ55.0

mm、幅34.0mm、厚さ14.0mm程で璽量29.8gを測る。

SB4 （図版7、第29図）

調査区の中央部東に位置し、

い。主柱穴は4本である。

SB 3を切っている。周壁溝を巡らすが、排水溝は持たな

出土遺物 （第31図）

土している。

土師器 (242,....,244)

遺物は主に束周壁溝 (242・244・245・247)、南周壁溝 (243)から出

242は甕である。なで肩の胴部から門縁部は緩やかに外反し、端部

を丸く収めているが外面には小さな段を持つ。内面は荒いヘラ削り、外面はヘラ削りの後

ナデで仕上げている。胎土はやや粗で細かな砂粒、赤褐色粒を多く含み、色調は灰褐色を

里する。復元口径14.6cmを測る。

243は鉢の口縁部小片である。口緑部は外反が強く端部を断面方形に収める。 2次焼成を
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受けており、色調は赤灰色を呈する。

244は台付鉢の脚部であろう。脚柱部は中実で、裾部は大きく外反して開き端部で立脚す

る。調整はナデで仕上げているが粗雑な作りである。胎土はやや粗で1mm以下の砂粒を含み、

色調は赤橙色を呈する。

石器 (245~247) 245は両面に研磨の板状品である。比較的限みがあり、タテ25.0cm、ヨ

コ37.8cm、厚さ8.7cm、重里は11.3cmを測る。

246は比較的大型の方形チップである。両側からの筋切りによって折り取っている。計測

値はタテ18.0mm、ヨコ13.0mm、厚さ5.9mm、甫量2.0gを測る。

247は不整形なチップである。鉄製利器で削ったような痕跡が残る。タテ16.2mm、ヨコ21.8

mm、厚さ6.3mm、重量2.5gを測る。
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SB 5 (図版8、第30図）

調査区の中央部束に位置し、 SK35を切り、排水溝がSB7を切る。周壁溝が巡り、北

西角からは西に向かつて排水溝が延ぴている。主柱穴は4本である。

出土遺物 （第31図） 追物は主に北周壁溝 (249・250)、南周壁溝 (248・251・252)から出

土している。

土師器 (248~ 254) 248・249は甕である。248は底部は平底気味で、胴部の張りは小さく

長胴化している。内面は接合痕が明瞭に残る部分もあるがヘラ削りを施し、外面は風化が

進んでいるがナデである。色調は赤橙色を呈し、復元胴部最大径は19.0cmを測る。249は

「く 」字形に外反する口縁部である。色調は灰橙色を呈し、復元口径13.8cmを測る。

250・251は坪である。250の体部は内弯しながら浅く立ち上がり、口縁部はほとんど内傾

しない。外面はハケ目の後ナデ、他はナデである。色調は灰橙色を呈し、復元口径l3.6crn

を測る。251は口縁端部を僅かに外へ引き出している。焼成が甘いため風化が進み、色調は

赤橙色を呈する。

252はミニチュア上器である。僅かだが内外面に赤色顔料が付沿しているようである。胎

土、焼成は良好で色調は灰褐色を呈する。口径3.1cm、器高2.3cmを測る。

253は小片だが甑底部の穿孔部分であろう。風化が進んでいる。

254は棒状の不明土製品である。上下を欠くが断面は略円形で色調は灰橙色を呈する。現

存長は2.0cm、直径は0.7cm程である。

SB 6 (図版8、第32図）

調査区のほぼ中央部に位置している。切り合い関係は SB7を切り、排水溝がSB8の

南周壁溝を切っている。

周壁溝が巡っているが西辺は削平のためほとんど失われている。東周壁溝は二重になっ

ており拡張住居として捉えることもできようが、新古の切り合いを認めることができなか

ったため、ここでは単一のものとして報告している。なお迫物はすべて外側の周壁溝から

出土している。

排水溝は北西角から 1段掘り下げて始まっており、西へ向かって S字状に延びる。主柱

穴は確認されなかった。

出土遺物 （第33・34図） 逍物は主に東周壁溝 (255~257・261・262・269~272)、北周壁

溝 (263・264)、排水溝 (259・260)から出土している。

土師器 (255~268) 255~258は甕である。255はなで肩で下膨れの胴部から短く外反する

口緑部を持ち、内面ヘラ削り 、外面は荒いハケ目で調整する。外面は2次焼成を受けてお
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り、色調は赤橙褐色を呈する。口径17.2cm、胴部最大径24.7cmを測る。256は口緑部の外反が

緩やかで頸部の締まりがやや弱くなる。色調は赤橙色を呈し、口径14.2cm、復元胴部最大

径20.1cmを測る。 257は張りのない胴部から口縁部が緩やかに外反し、端部外面に面を持つ

て収める。色調は灰橙色を呈し、復元口径12.6cmを測る。 258は色調は灰褐色を呈し、復元

n径13.8cmを測る。

259・260は坪である。259は色調は灰茶褐色を呈し、復元口径12.8cm、器高5.5cmを測る。

260は風化が進んでいるが、内外面とも丁寧な研磨あるいはナデが施され、胎土は緻密であ

る。一見、中世の黒色土器のようで色調は内外面とも灰黒色、露胎部は灰橙色を呈する。

復元口径13.0cmを測る。なお内面には鼠の門歯痕と思われる小キズが残る。

261・262は甑などの把手である。いずれも断面は偏楕円形で色調は灰橙色を呈する。

263~267は台付鉢である。 263・264はいずれも深みのある体部を持ち、口縁部は端部を

やや外側へ引き出す。脚部は外反して大きく開き、 264は裾端部を僅かにはね上げる。調整

はいずれも脚柱部をヘラ削り、他はナデで仕上げているが、 263は体部ド半までヘラ削りを

行っている。263の色調は灰橙色を呈し、復元口径14.0cm、器高11.0cm、復元脚底径11.0叩を

測るo264の色調は赤橙色、口径13.2cm、器高10.5⑳、脚底径11.0cmを測る。 265は脚柱部であ

る。中実で外面にはヘラ削りを施す。色調は灰橙色を呈し、碁部径は4.2cmを測る。 266は脚

部を欠いている。体部はやや浅めで緩やかに内弯しながら立ち上がり、 U縁部は直口であ

る。風化が進んでいるがナテ‘で仕上げている。色調は黄橙色を呈し、復元口径13.8cmを測

る。267は脚柱部をヘラ削り、他はナデで仕上げているが、体部外而にはハケ目の痕跡が残

る。色調は灰橙色を呈し、復元口径12.0cmを測る。

268は高坪の坪部で、口縁部の4分の 1程が残る。体部は浅めで甘い屈曲部を持ち、口縁

部は外へ引き出している。屈曲部より下はヘラ削り、他はナデである。胎土はやや粗で砂

粒を多く含み、色調は灰橙色を呈する。復元口径16.0cmを測る。

須恵器 (269~272) 269・270は胴部片である。 269は外而は平行タタキを施し、内面は当

て具痕をスリ消している。胎土は精良だが、焼成はやや軟調で白灰色を呈する。270は大型

甕の胴部であろう。外面は平行タタキを施したのちカキ目、内曲は同心円文の当て具痕が

残るが、下半は半スリ消しを行っている。胎土はやや粗で、焼成は良好、色調は暗青灰色

を呈する。

271は坪蓋である。体部と口緑部の境には稜を持つがやや鋭さを失い、口縁部内面には窪

みを持った段がある。胎土、焼成は良好で色調は暗青灰色を呈する。復元口径12.2⑳、復

元器高5.1cmを測る。

272は坪身である。口緑部は内簡し、端部内面に窪みを持つ。受音〖ヒ面は平坦だがやや上
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に引き出している。胎土、焼成は良好で色調は淡青灰色を呈する。復元口径10.4cm、復元

受部径12.8cm、復元器高4.8cmを測る。

石器 (273) 側面の研磨が粗雑な滑石製の臼玉である。直径6.6mm、厚さ1.4mm、孔径1.8mm、

重量O.lgを測る。

SB 7 a (古） • b (新）（図版8、第32図）

調査区のほぽ中央部に位置する。主要な切り合い関係は、 SB5の排水溝に切られ、 S

86に切られ、さらに排水溝がSB22の柱口に切られている。拡張住居跡で東辺を2.4,,.._,z.1 

m、南辺を2.l,,.._,l.9m程と大きく拡張している。北辺はそのまま延長しており、西辺は bと

の連接部分が削平されているため詳細は不明であるが、aの西辺から大きくずれることは

ないであろう。

排水溝は北西角から 1段掘り下げて始まつており 、蛇行しながら北に向かって延びてい

る。他の排水溝を持つ住居跡はすべて等高線に直角に、略西方向に延ぴているが、本遺構

の場合はSBSを意識してのことと考えられる。このことについては第3章でも触れている

ので参照願いたい。

主柱穴はいずれも4本であろうが、 SB 7 aは1本未検出である。

出土遺物 （第35・36図） S B 7 aの遺物は、主に南周壁溝 (279・280)、東周壁溝

(274・276)から出土し、 SB7 bの遺物は北周壁 (284・287)、他は覆土から出上してい

る。以下それぞれに報告する。

、三
275 ~ 276 

c-_1,cヤ~ -'
277 

L _ _ / 
278 

r← ― →  
279 

゜
c:___:=: ム230
1Qcm 

第35図 SB7 a出土遺物実測図 (1/3・1/2)
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SB7a 

土師器 (274・275) 274は鉢である。底部は平底で口縁部を僅かに外反させる。風化が進

んでいるが外面荒いハケ目、他はナデで仕上げる。胎土はやや粗で砂粒を多く含み、色調

は灰茶褐色を呈する。復元口径13.8cm、器高9.1cmを測る。

275は台付きのミニチュア土器である。胎土は精良で色調は橙色を呈する。

須恵器 (276) 坪蓋である。口縁部の一部を欠くがほぱ完形品である。天井部は偏平に近

く、口縁部と体部の境の稜は鋭さが残るがかなり短い。口縁端部は平坦である。調整は回

転ヘラ削りを稜の付近まで施し、他は回転ナデ、天井部内面は不定方向ナデである。色調

は淡青灰色を呈し、口径13.4cm、器高4.5cmを測る。

石器 (277~280) すべて滑石製品である。277は2孔を穿った有孔円板である。全体に粗

雑な作りで、穿孔は刀子状の鉄製利器の切先で両側から扶り取るように穿つている。直径

34.6mm、厚さ6.0mm、重量11.8g、孔径は最大5.0mm、最小2.0mm程である。

278・279は未穿孔だが有孔円板あるいは紡錘車の未製品であろう。278は両面および側面

の3分の 2程に研磨痕が残る。タテ29.4mm、ヨコ34.0mm、厚さ5.7mm、重量8.7gを測る。

279は薄く偏平に両面を研磨しタテ25.0mm、ヨコ38.0mm、厚さ3.8mm、重量5.6gを測る。

280は両面を研磨した板状品である。 七端には両側からの筋切で折り取った痕跡が残り、

タテ33.4mm、ヨコ35.0mm、厚さ4.2mm、重星7.4gを測る。

SB7b 

土師器 (281~284) 281は鉢である。丸底で口縁部を強く外反する。風化が進んでいるが

外面はハケ目、下半は削りであろう。色調は灰橙色を呈し、復元口径11.0cm、復元器麻6.7

mmを測る。

282・283は台付鉢の脚部であろう。282は柱状部は太く、裾部は外反して開く 。色調は橙

色で、脚底径10.5cmを測る。 283は外J又して偏平に開く裾部を持つ。柱状部は細かいヘラ削

り、他はナデを施す。色調は橙色で、復元脚底径9.6cmを測る。

284は丸底壺の口縁部であろうか。内面は灰茶色、外面は黒色を呈し、黒色土器のように

外面を燻している。胎土は精良で焼成も良好である。調整は内面に緻密な研磨痕が残る

が、外面は研磨の後ナデであろう。

須恵器 (285・286) 285は胴部片である。外面は平行タタキ、内面はあて具痕を半スリ消

している。色調は青灰色を呈し、胎土は緻密で、焼成も良好である。

286は坪蓋の口縁部片である。体部と口縁部の境の稜は鋭く、口緑部内面には窪みをもつ

た明瞭な段をなしている。色調は淡青灰色を呈し、胎上は緻密で、焼成も良好である。
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第36回 SB7 b出土迫物実測図 (1/3・1/2)

石器 (287) 滑石製の有孔円板である。やや粗雑な作りで両面には研磨を施しているが、

側面は未調整の部分が残る。タテ23.0mm、ヨコ21.0mm、厚さ5.9mm、孔径1.2mm、重量3.8gを測

る。

SB 8 a (古） • b (新）（図版9、第37図）

調査区の中央部西に位直し、 S86の排水溝に切られる。拡張住居で西辺およぴ北辺は

そのままに東辺を0.5~0.3m、南辺を0.4mほど拡張している。

排水溝は南西角を 1段掘り下げて始まり、西に向かつて延ぴ、中ほどでやや南に屈曲す

る。おそら<SB 9を意識してだろう。

主柱穴は4本で、拡張がこ‘く小規模であったため柱間の変動はない。

出土遺物 （第41図） SB 8 aの遺物は、東周壁溝 (288・289)から出土し、 SB8 bの

遺物は東周壁溝 (292)、南周壁溝 (293)から出土している。以下それぞれに報告する。

SB8a 

土師器 (288・289) 288は甕である。胴部は丸味が強く、外反する口縁部を持つ。色調は

灰橙色を呈し、復元口径18.2⑩、復元胴部最大径26.6⑩を測る。

289は坪である。胎土は精良、器壁は薄手で非常に作りが良い。風化が進んでいるが、外

面は緻密な研磨を施し、内面は丁寧なナデで仕上げている。黒色七器のように燻されてお

り、色調は外面が黒色、内面も外面ほどではないが燻されているようで茶褐色を呈する。
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第37図 SB 8遺構実測図 (1/60)

SB8b 

土師器 (290・291) 290は坪である。体部は深みがあり、調整は体部下半をヘラ削り、全

体をナデで仕上げている。色調は亦橙色を呈し、復元口径12.2an、器高6.7cmを測る。

291は甕の口緑部片である。外面および口縁部にハケ目の後ナデ、内面はヘラ削りである。

色調は黄褐色を呈し、復元口径12.8cmを測る。

須恵器 (292・293) 292は坪蓋の小片である。n緑部と天井部との境に稜を持ち、口縁部
は端部内面に僅かに窪みを持って段をなす。調整は稜の付近までヘラ削りを施し、全体に

鋭さが残る。色調は淡青灰色を呈する。 293は把手付きの絲坪である。 2分の1弱の破片で、

把手が両側に付くかは不明。色調は淡青灰色を呈し、復元口径16.8cmを測る。
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SB 9 (図版9、第38岡）
＼ 

>
調査区の中央部西端に位置し、 SK17 

を切っている小型の住居跡である。周壁

溝が巡っているが、北西角付近は削平に

(01. ◎ よって失われている。 主柱穴、竃につい

ては不明である。出土遺物は土師器、弥
I 

¥111 
生土器の細片が出上しているが図化でき

＼ ',、ニ

I II 
るものはない。

S B10 (図版10、第39図）

調査区の中央部東端、 SB 12の北東に

位阻する。周壁溝が巡るが、南西辺と西

角付近を削平によって失う。また北角の

排水溝との連接部分は試掘時に削平してしまった。主柱穴は3本が残存しているが本来4

2M 

第38図 SB 9遺構実測図 (1/60)

本柱であろう。

出土遺物 （第41図） 出土遺物は少ない。束周壁溝 (295・296)、覆土 (294)から出土し

ている。

土師器 (294~ 296) 294は坪である。色調は灰褐色を早し、復元口径13.2cm、復元器高3.8

cmを測る。

295・296は把手である。色調はいずれも橙色を呈する。

SB 11 (図版10、第39図）

調査区の中央部束、 SB 10の南西に位囮する小型の仕居跡である。北西およぴ南東辺に

周壁溝が残ることからその存在を確認できたが、詳細は不明である。北西辺中程に火床が

残る。

出土遺物 （第41図） 図示した遺物はすべて北刷壁溝から出土している。

土師器 (297,......,300) 297・298は坪である。297は体部が内弯し、口縁部は僅かに肥厚する。

色調は茶橙色を呈し、復元口径12.0cmを測る。298は体部が内弯し、口縁部はやや内傾して

直状に立ち上がる。体部外面下半はヘラ削り、他はナデで仕上げている。色調は灰橙色を

呈し、復元口径13.2cm、復元器高5.8cmを測る。

299・300は手づくね土器である。299は色調は赤橙色を早し、口径2.2cm、器緑1.9cm程であ

る。300は色調は灰橙色を呈し、 n径2.4cm、器高2.6cm程である。
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第40図 S B 12遺構実測図 (l/60)

SB  12 (図版11、第40図）

調査区の中央南寄り、 SB 11の西に位窟し SK27に切られている。SB 13の排水溝との

切り合い関係は確認できなかった。

周壁溝が巡るが西辺は削平によって失われ、排水溝は北西角より一段掘り下げて始まり、

西へ向かつて緩やかに蛇行しながら延びる。竃については西辺および南辺に火床が残るが

詳細は不明である。

出土遺物 （第41図） 図示した遺物は排水溝 (301・303・304)およぴ覆土である。

土師器 (301,-.._;304) 301は甑である。縦長に残存しており、口径は復元できなかった。色

調は茶橙色を呈し、器高17.4cmである。

302は坪の口縁部小片である。胎土は良好で、色調は茶橙色を呈する。

303は甕の口縁部小片である。色調は赤橙色を呈する。

304は壺である。全体に風化が進んでおり、調整は判然としない。色調は淡灰橙色を呈し、
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口径9.8cmを測る。

須恵器 (305) 姐の口緑部小

片である。口縁部の内面に段

を持ち、外面の稜直下に僅か

に波状文が残る。胎土、焼成

は良好で色調は淡青灰色を呈

する。

S B13 (図版11・12、第42図）

調査区の中央部西端に位置

し、 SB 14を切り、 SK27に

排水溝を切られている。周壁

溝が巡り、排水溝は西角から

一段掘り下げて始まる。西へ

向かつて直状に延ぴ先端に不

整楕円形の水溜め土坑を持

つ。主柱穴は4本で、竃につ

いては不明である。

出土遺物 （第44図） 図示し

た遺物は南西周壁溝 (306)、

北西周壁溝 (307)、他は覆土出土である。

土師器 (306~311) 306~308は甕である。 306は張りのある胴部を持ち、口縁部は短く外

反する。内面はヘラ削り、外面は縦方向のハケ目を施し、色調は灰橙色を呈する。復元口

径14.8cmを測る。 307は口緑部は完形である。色調は灰橙色を呈し、口径12.6cmを測る。 308

は胴部はあまり張らず、口縁部は緩やかに外反する。胎土は精良で色調は茶橙色を呈する。

309は坪である。体部は丸みが強く、内面は丁寧な削り、外面はハケ目を施した後全体を

ナデで仕上げている。色調は灰橙色を呈し、復元口径12.0cm、器高5.8cmを測る。

310は甑か鉢の口縁部である。内面はヘラ削り、外面は荒いハケ目を施し、淡灰橙色を呈

する。

311は手づくね土器である。胎土は精良で口径4.6cm、色調は灰橙色を呈する。復元器高

2.8cm程である。

須恵器 (312・313) 312・313は坪身である。312は口緑部内面に段を持ち、受部はやや上
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第43図 S B 14遺構実測図 (1/60)

方に引き出して、 その直下からヘラ削りが始まつている。焼成はやや甘く 、色調は淡灰色

を呈する。313は口縁部は内傾して立ち上がり、端部にやや丸みを帯ぴた平坦面を作る。受

部は短く、やや上方に引き出している。焼成は良好で、色調は淡青灰色を呈する。復元口

径10.2cm、復元受部径12.6cmを測るが、小片のため復元値には若干疑問が残る。

S B14a・b・c （図版12、第43図）

調査区の中央部西端に位摺し、 S B 13に切られ、 S K27に排水溝を切られている。拡張

住居であるが明瞭な切り合い関係を確認できないままに掘上げてしまった。周壁溝および

排水溝の状態から 3度にわたる拡張が行われていると考え、便宜的に a・b・cとしてい

る。西辺中程に竃の残骸と思われる焼土プロックが残る。また下層土坑を有する。
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出土遺物 （第44図） S B 14 a南周壁溝 (322)、下層土坑 (314・315・319・320)、その他

は覆土から出土している。

土師器 (314~319) 314-316は甕である。 3l4は色調は茶橙色を呈し、復元口径12.8cmを

測る。 315は色調は茶褐色を呈し、復元口径20.2cmを測る。 316は色調は灰桃色を呈し、復元

口径10.6cmを測る。

317は鉢である。口縁部は外傾して直状に立ち上がる。口縁部内面にハケ目が残るが全体

をナデで仕上げている。色調は橙色を呈し、復元口径10.6cmを測る。

318は大型の坪である。外面はハケ目が残るが全体をナデで仕上げている。色調は茶橙色

を呈し、口径15.8cm、器高8.0cmを測る。

319は高坪の脚部である。裾部は屈曲して大きく開き、端部で立脚する。胎土は砂粒、赤

褐色粒を含むが良好で、色調は赤橙色を呈し、脚底径11.4cmを測る。なお裾部内面には黒

褐色の付着物がある。

須恵器 (320・321) 320は坪蓋である。天井部と口緑部の埃には稜を持ち、口縁端部内面

は僅かに窪んで段をなす。胎土は砂粒を若干含むが良好で、焼成も堅緻である。色調は淡

青灰色を呈し、復元口径12.4cm、復元器高4.8cmを測る。321は坪身である。口縁部は直状に

立ち上がり、端部内面は僅かに窪んで段をなす。受部は太く短く水平に引き出す。色調は

淡青灰色を呈し、復元口径10.8cm、復元受部径12.2cmを測る。

石器 (322) 滑石製の有孔円板である。側面およぴ外面は荒く研磨されている。直径28.0

lilJil、原さ3.2mm、孔径1.2mmを測る。

このほかに SK8出土の須恵器迎と接合する資料があるが、「4. その他の遺構、遺物」

の中で紹介する。

S B15 (図版12、第45図）

調査区の中央部西端に位直し、 SB 16を切っている。南西角から排水溝が2.4mほど延ぴ、

先端に不整形の水溜め土坑を持つ。主柱穴は4本で、竃については北辺およぴ西辺中程に

火床を持つが詳細は不明である。

出土遺物 （第46図） 図示した迫物は床面 (323・324・326)、他は覆上出土である。

土師器 (323-329)323・324は甕である。323は口縁部を強く外反し、内面ヘラ削り、外面

はハケ目の後ナデを施す。色調は黄橙色を呈し、口径17.4cmを測る。 324は色調は赤橙色を

呈し、復元口径13.8cmを測る。

325・326は鉢である。325は胴部があまり張らず口縁部が緩やかに外反する。色調は赤橙

色を呈し、復元口径17.2cmを測る。326は体部は丸みを持つて内弯し、口緑部は小さく外反
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第45図 S B 15遺構実測図 (1/60)

する。外面はハケ目が残るが全体をナデで仕上げている。色調は赤橙色を呈し、復元口径

10.0cm、器高7.7cmを測る。

327・328は坪である。327は体部は浅く、緩やかに内弯しながら吃ち上がり 、口縁部は僅

かに屈曲して直立する。外面には荒いハケ目が施され、全体をナデで仕上げている。色調

は赤橙色を呈し、復元口径12.8cm、復元器高4.9cmを測る。328は底部は平底気味で、体部は

内弯しながら立ち上がる。色調は灰橙色を呈し、復元口径13.2cm、復元器高5.7cmを測る。

329は甑などの把手である。色調は灰橙色を呈する。

須恵器 (330・331) 330は坪蓋の口縁部片である。天井部と口縁部との境に明瞭な稜を持

ち口縁部は内面を僅かに窪ませて段をなす。胎土は良好で、焼成も堅緻、色調は青灰色を

呈する。

331は臨の口縁部片である。稜の上下に波状文を施す。

石器 (332) 滑石製の紡錘車である。2分の 1程の破片であるが、穿孔部から外縁に向け
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第46図 S B 15出土遺物実測図 (1/3・1/2)

て、放射状に深く筋目を刻んでいる。直径は43.5mm、孔径8.2mm、厚さ7.6mm、重量12.0gを測

る。

S B16 (図版13、第47図）

調査区の中央部西端に位置し、 SB 15に切られる。周壁溝はないが、西辺から短い排水

溝が延ぴている。主柱穴は2本である。

出土遺物 （第49図） 図示した迫物は排水溝 (341)以外はすべて床面からの出上である。

土師器 (333,.....,342) 333,..__, 335は甕である。 333は胴部は丸みを持ち、口縁部は強く

「く 」字形に外反する。胴部内面はヘラ削り、門縁部はヨコナデを行うが外面は2次焼成を

受けており風化が著しい。色調は暗灰橙色を呈し、復元口径14.0cm、復元胴部最大径18.0cm
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を測る。 334は胴部に張りがなく、口縁部の屈曲が強い。胴部内面は丁寧なヘラ削り、外面

はハケ目を施す。胎土はやや粗く 2mm前後の砂粒を含み、色調は暗灰橙色を呈する。復元口

径17.8cmを測る。335は口縁部片である。口縁部は丸みを持って外J又する。内面はヘラ削り、

外面にはハケ目かタタキか判然としない条痕が残る。風化が進んでおり色調は灰橙色を呈

する。

336・337は壺の底部であろうか。いずれも平底である。 336は内面に荒いハケ目、外面は

丁寧なナデを施す。胎土は砂粒、赤褐色粒を含むが良好で、色調は灰橙色を呈し、復元底

径7.8cmを測る。337は内面は丁寧なナデ、外面は風化が進んでいるが、ナデであろう。胎土

は砂粒を含むが良好で、色調は黄橙色を呈し、復元底径6.2cmを測る。

338~340は高坪の脚部である。 338は脚柱部は中実で、裾部は「ハ」字形に開き、端部で

立脚する。また屈曲部の下に穿孔が3ヶ所施される。裾部内面はハケ目を施し、外面はナ
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デで仕上げている。色調は灰橙色を呈し、復元脚底径14.8cmを測る。339は脚柱部の中程ま

で中実で、裾部は外反気味に 「ハ」字形に開き、端部で立脚する。屈曲部の下に穿孔が4

ヶ所施され、調整はナデで仕上げている。胎土は精良で、色調は灰橙色を呈し、復元脚底

径13.6cm、基部径3.5anを測る。340は脚柱部は中空で裾部は内弯気味に「ハ」字形に開き、

端部で立脚する。屈曲部の下に穿孔が1ヶ所残存するが全体数は不明である。調整は裾部

内面はハケ目、脚柱部内面はヘラ削りを施し、外面はナデで仕上げている。胎土は精良で、

色調は灰橙色を呈し、復元脚底径12.5cm、基部径3.2cmを測る。

341は土製の丸玉である。胎土は良好で色調は赤橙色を呈し、直径13.0mm、孔径2.0mmを測

る。

342は鉢である。体部は張りがなく、口緑部は外側に屈曲したのち内弯する。風化が進ん

でいるが、外面にハケ目が残る。色調は淡灰橙色を呈し、復元口径18.2cmを測る。

SB17a (古） • b (新）（図版13、第48図）

調査区の南西部に位慣する。残存状況は不良で、東辺とその両角付近が残るのみである

が、東辺を30anほど拡張している。主柱穴は確認できなかった。

出土遺物 （第49図） 図化できる遺物はほとんどないが、東周壁溝 (343)から若干出土し

ている。

土師器 (343) 鉢の口縁部小片である。口縁部は僅かに外傾して立ち上がる。色調は灰橙

色を呈する。

S 818 (図版14、第48図）

調査区の南西部に位置する。残存状況は不良で、周壁溝の存在から住居跡であると確認

できた。東辺とその両角付近が残るのみである。

主柱穴は3本確認しているが、本来4本柱であろう。

出土遺物 （第49圏） 迫物はすべて周壁溝から出土している。

土師器 (344~346) 344は甕である。口緑部は外傾して短く立ち上がる。色調は灰橙色を

呈し、復元口径16.0cmを測る。

345・346は鉢である。345は緩やかに外反する口縁部を持つ。色調は2次焼成を受けてお

り、暗灰橙色を呈する。 346は2次焼成を受けており、色調は暗桃色を呈する。

S B19a (古） ，b (新）（第48図）

調査区の南西部に位盟する。残存状況は不良で、周壁溝の存在から住居跡であると確認
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できた。北込、東辺およぴ西辺の一部が残り、束辺を30cmほど弧状に拡張している。竃に

ついては不明で、主柱穴は4本である。出土遺物はない。

3. 掘立柱建物跡

調査区の北部で検出した 3棟の掘立柱建物は総柱の高床建物である。柱筋が通っており、

同時期存続の倉庫群であろうか。

S B20 (固版14、第50図）

桁行2問 (Q) X梁間2間の総柱建物である。主軸を N-44°-Wに取る。 SB 21・22と

の関連から、東西どちらかに桁行が延ぴると考え精査に勤めたが検出できなかった。柱ロ

は妻側柱筋から僅かにはなれており棟持柱と考えられることから、西に延ぴる可能性が高
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第50図 S B20遺構実測図 Cl/60) 
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い。規模は桁行3.4(a) m x梁間4.85m、面積16.4(a)面である。

S B21 (図版15、第51図）

柱ハを SK2に切られている 3間 X 2間の総柱建物である。桁行方位をN-44°-Wに取

る。柱口、ルは妻側柱筋から僅かにはなれており、棟持柱と考えている。規模は桁行5.4

mx梁問5.0m、面積26.5m'である。
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S 822 (図版15、第52図）

SB 7の排水溝を柱口によって切っている 3間 X 2間の総柱建物である。桁行方位をN-

44°-Wに取る。柱口、ルは妻側柱筋から僅かにはなれており、棟持柱と考えている。

規模は桁行6.45mX梁間5.1m、面積32.1面である。

4. その他の遺構・遺物

I) SK 8• SB 14接合遺物 （第53固）

0 5cm 

一第53図 SK 8・S B 14 
接合遺物実測図 (1/3)

II)柱穴出土遺物

S P20 

出土遺物 （第54図）

SK8とSB 14から出土 した須恵器片が整理の段階で接合

しているためここで紹介する。

須恵器 (347) 臨である。底部と口縁部を欠く 4分の 1程の

破片である。頸部は締まつており、胴部は丸みが強く 、最大

径を上半に持つ。内面には指頭痕が残り、荒くナデている。

外面は丁寧なナデで仕上げてあり、無文である。胎土は緻密

で焼成も良好である。色調は暗青灰色、断面は小豆色を呈し、

復元胴部最大径は10.6cmを測る。

石器 (348) 有苓磨製石鏃の茎部分であろう。暗赤紫色を呈する凝灰岩製である。茎はか

なり短く研ぎ込まれ、断面は六角形を呈する。現存長は18.3mmを測る。

S P30 

出土遺物 （第54図）

石器 (349) 黒曜石製の打製石鏃である。色調は透明感のある黒灰色を呈し、長さ15.7mm、

幅15.4mm、厚さ4.0mm、重量は0.6gを測る。

S P128 

出土遺物 （第54図）
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石器 (350) 緑色片岩の太型蛤刃石斧である。基部付近には敲打痕が残る。細身で長さ

15.7cm、幅4.8cm、厚さ3.1cm、重量は412gを測る。

S P157 

出土遺物 （第54図）

土師器 (351) ほぼ完形の丸底壺である。胴部は偏球形状をなし、口緑部は直状に外傾す

る。内面はヘラ削り、外面は風化が進んでいるがナデで仕上げている。色調は赤橙色を呈

し、口径9.2cm、器扁13.5cm、胴部最大径14.4cmを測る。

S P189 

出土遺物 （第54図）

土師器 (352) 椀である。底部は貼り付けで断面三角形状をなし、体部は緩やかに内弯し

ながら立ち上がる。口縁部は僅かに肥厚して端部を丸く収める。外底部には静止糸切り痕

を残している。胎土は精良で焼成も良好である。色調は灰橙色を呈し、復元口径16.0cm、

器高5.5anを測る。

S P225 

出土遺物 （第54図）

弥生土器 (353) 刻目凸帯を付す胴部小片である。胎土は砂粒を多く含み、色調は暗赤茶

色を里する。

S P232 

出土遺物 （第54図）

弥生土器 (354・355) 接点が失われているが同一個体である。底部は肉厚で若干上げ底

である。胴部はあまり張らずに吃ち上がり、口緑部は外傾して端部を肥厚させる。風化が

進んでおり、調整は口縁部のヨ コナデ以外は不明瞭である。色調は灰橙色を呈し、復元口

径24.6crr:、底径6.2cmを測る。

S P289 

出土遺物 （第54図）

土師器 (356) ほぽ完形の坪である。胎上は細かな砂粒、赤褐色粒を含むが良好で、色調

は灰褐色を呈し、口径11.6cm、器高5.3cmを測る。
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S P293 

出土遺物 （第54図）

土師器 (357) ほぱ完形の坪である。体部は偏平で、口縁部は内傾して屈曲する。胎土は

細かな砂粒を含むが良好で、色調は灰褐色を呈し、口径12.0cm、器高4.9cmを測る。
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皿）表面採集・包含層・各遺構混入遺物 （第55図）

打製石鏃 (358,...._,362) 358はSB3bの北周壁溝、 359はSB8 bの排水溝、 360・361はS

B 15、362はSK27から出七している。

358は黒曜石製で長さ25.0mm、現存幅12.0mm、厚さ3.7mm、重量0.8gを測る。 359は黒曜石製

で長さ15.7mm、現存幅11.2mm、厚さ2.7mm、重量0.4gを測る。360は黒曜石製で極めて丁寧な作

りである。長さ21.5mm、現存幅12.0mm、厚さ3.3mm、重量0.5gを測る。 361は黒曜石製で長さ

16.0mm、現存幅14.0mm、厚さ2.9mm、重量0.5gを測る。 362は安山岩製で現存長26.0mm、幅18.0mm、

厚さ3.9mm、重量1.7gを測る。

磨製石斧 (363・364) 363はSK21、364はSK33から出土している。

363は破損が著しいが凝灰岩製の石斧である。現状で長さ6.1cm、幅4.2cm、重量36.8gを測

る。 364は泥質片岩製の柱状片刃石斧である。前主而およぴ後主面に鋭利な条痕が残るが、

子細に観察すると主面を研磨する過程で、片理の深い部分が研ぎ残されて残存したもので

ある。長さ10.0cm、主面厚2.54cm、側面厚l.65on、重量67.6gを測る。

弥生土器 (365~369) 365・367・368はSK3周辺で表面採集、 366は調査区南端の包含陪、

369はSB 13の排水溝から出土した。

365は壺の口縁部片である。胎土は 1mm前後の砂粒、赤褐色粒を多く含み、色調は灰橙色を

呈する。

366は甕の胴部片であろう。風化が進んでいるが刻目凸帯を付す。胎上は砂粒を含むが良

好で、色調は赤茶褐色を呈する。367・368は刻目凸帯を付す甕の口縁部片である。風化が

進んでいるが色調はいずれも暗茶褐色を呈する。

369は広口壺の口縁部である。いわゆる鋤先状口縁であるが、口縁部内側への突出は小さ

い。風化が進んでおり、色調は黄橙色を呈し、復元口径18.8cmを測る。

須恵器 (370・371) いずれも SB I西側周辺 (SK 8付近）で表採している。同一個体

の可能性が高い。

370は臆の口縁部片である。口頸部は無文だが稜を持ち、端部はやや角を持って丸く収め

る。胎土は砂粒を僅かに含むが精良で、断面は灰小w.色、色調は灰黒色を呈する。 371は

凪の底部片であろう。内面は荒いナデ、外面は丁寧なナデで平滑に仕上げている。胎土は

砂粒を僅かに含むが精良で、断面は灰小豆色、色調は灰黒色を呈する。
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白磁 (372) 表面採集である。玉縁の碗で口縁部片である。胎土は緻密で、釉調は白灰色

を呈する。大宰府分類の白磁椀N類である。

青磁 (373) 表面採集である。同安窯系青磁碗の底部である。高台は台形状に削り出して

おり、内底見込みと体部との境に段を持つ。 また外面には櫛目文がこ~<僅かだが残存する 。

胎土は緻密で、釉調は透明感のある緑灰色を呈し、底径5.2cmを測る。同安窯系青磁椀 I-1 

類であろう。
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第55図 表面採集・包含層・各追構混入遺物実測図 (1/1・1/2・1/3)
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第3章 ま と め

ここでは主な遺構・遺物について整理し、不十分ながらもまとめとしたい。

1 • 弥生時代

この時代の住居跡は検出されていないが、主に表採資料ではあるが前期後半頃の刻目凸

帯を付す甕の小片が若干出土しており 、おそらくこの時期が集落の造営開始期であろう。

その後は、 SB 13の排水溝に混入していた中期前半頃の広口壺 (369)、後期後半のSK

18・19など断続的に遺物が出土している。石器は黒曜石の石鏃、チップなど93点、石斧3点

があり、ほとんどは住居跡や土坑などの覆土に混じって出土している。このことから古墳

時代の造成、整地によってすでに破壊されているか、あるいは現在住宅の密集している丘

陵高位に居住地が埋もれている可能性を考えている。

2. 古墳時代

I)住居のあり方について

住居のあり方を考える上で、同時期存続グループの認定とその変遷が最も重要な問題で

ある。言うまでもなく出土遺物は住居の廃絶の仕方と埋没過程によってかなり時期差があ

り、須恵器などの比較的編年体系の完成している遺物についても、単純に型式変化に住居

の変遷をあてはめることは危険である。確実に住居に伴う遺物と、迫構の切り合から相対

的先後関係を確認して行くことが基本であるが、有効な遺物のない住居や単独に存在する

住居については如何ともし難い場合が多い。本遺跡でもその例に瀾れるものではないが、

排水溝のあり方や別遺構との遺物の接合関係、さらに特徴的な滑石の出土状況などを考慮

して浅学ながらも検討を進めて行きたい。

なお周壁溝は必ずしも住居排水の目的で掘込まれたのではないという見解があるが、本

姐跡の場合は住居の角から標高の低位に向かって延ぴる屋外溝（便宜的に排水溝と表現し

ている）を持ち、 SB 12の17mを最長例としてかなり発達している。排水施設と理解して

いるが、このことは拡張（建て替え）住居の実態を含めて宗像とその周辺地域の住居構造

の特質として考察を進めて行くべきであろう。本稿ではそこまで言及できなかったが熟慮

すべき問題である。
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第56図 群構成および滑石出土迫構配囲図

i)群構成（第56図）

分布状況は調査区中央部に最も集中し、南部は削平が著しいためか散漫な在り方を示し

ている。占地や主軸方位などから比較的容易に6つの群に分けることが可能である。

A群 調査区の中央部東側に占地しており、 SB6・7・8・9・13・14・15・16の8棟から

なる。

B群 調査区の中央部西側に占地し、 S81・2・3・4・5の5棟からなる。

c群 調査区の中央部南側に占地し、 SB 10・11・ 12の3棟からなる。

D群 調査区の南西部に占地し、 SB 17・18の2棟からなる。

E群 調査区の南端に占地し、 SB19からなる。

F群 調査区の北部に占地し、柱筋を通して整然と並ぶ掘立柱建物群である。 SB20・ 

21・22の3棟からなる。

以上の群構成を踏まえて考察を進めて行きたい。

ii) A群のあり方

A群は明らかに時期の異なる SB6・13・Il6を除くと、方向や規模の類似する住居が明瞭

になり、比較的理解しやすい。まずこれら3棟について見て行く 。

SB 16は床面遺物から布留古式併行と考えており、本遺跡で最も古い時期の住居跡であ
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る。 1棟のみで弔独に存在し、同時期あるいは近接した時期のものはない。

S 86はSB7を切つており、周壁溝の一括遺物から陶邑編年MTl5頃、 6世紀前半代であ

ろう。 SB 13は有効な出土遺物が乏しいが、埋土の須恵器はMTl5頃であろう。

次に群の主体となる S87・8・9・14・15、さらに滑石生産に関わる廃棄土坑である SK

8との共存関係を考えてみたい。まず排水溝のあり方から SB7・8・9について見て行く 。

S 87の排水溝が北方向へ延び、先端付近でやや西に向きを変えている点に注目したい。

他の住居の排水溝は標高の低位である西方向に延びるのが通例であるが、 S87の例はSB 

8の存在を考應したと考えられる。さらに S88の排水溝も一旦西へ延び、 S89南東角付近

で屈曲して南西へと向きを変えており、 S89あるいはSK17を意識して屈曲したと考えら

れる。単なる土坑よりも住居を回避したと考えたいが、 SB9に出土遺物はなく断定できな

し、

゜
以上のことから SB 7の排水溝がつくられた時にはS88が存在し、 S88の排水溝がつく

られた時にはS89あるいはSK17の存在していたことが言えよう。存続期間や微妙な先後

関係までは明らかにし得ないが、同時性を伺うことができる。なおSB 7・8の覆土には滑

石片を多く含み、 SK8と関連するものだろう。

つぎに接合遺物と規格性から SB 14・15、SK8について見て行く 。

S K8とSB 14の覆土から出土した旭 (347)が接合している。口縁部および底部を欠く

が、胴部は無文で頸部が締まっており TK216期のものであろう。 SK8の覆土から出上し

た殿 (053)およびSB 14下層土坑出土の坪蓋 (320)は小片ではあるが、 347とは明らかに

型式差がある。混入の可能性が高いが、一片はSB 14の埋没過程で混入し、またもう一片

はSK8が廃棄土坑として機能していた時期に投棄されたと言える。

S K8とSB 14の存続期間は明らかにし得ないが、320がSB 14の築造期のものとするな

らば053とほぽ同型式であり、またいずれの遺構も覆土に滑石を多く 含んでいることから S

K8とSB 14はある一時点での同時期存続を考えてよいだろう。

さらに SB 14とSB 15は平面配置に規格性が見られる。規模については SB 14の調査に

失敗しているため問題が残るが、 SB 14 aを当初のものとすると SB 15に極めて近い値と

なる。また両住居の間隔はS814 aの段階で2.1rnを測り、上部構造を考えても干渉せずに

つくることは可能だろう。しかしながら S814 Cの段階ではl.4rnとかなり近接し、西壁に

は竃跡と考えられる焼土塊がある。竃を隣接住居に向かつて構築することは煙道の問題や

それに関わる火災の危険性から共存は考えにくい。 SB 15の存続期間は有効な出土遺物が

ないため判然としないが、 SB 14と同一時期に存続の後、 SB 14が拡張されて行く段階で

廃絶された可能性を考えておきたい。
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また先に述べた SB 7・8との同時期存続については、周壁溝出土遺物が住居に伴うとす

ればSB 14と同一型式に納まるものであり、方位を同じくすることなどからもその可能性

は高いと考えている。

以上の事柄をまとめると、 A群の切り合わないSB 7・8・14・15の4棟は微妙な先後関係

は明らかにし得ないものの、ほぼ同時期存続の可能性が高い単位集団と捉えて大過ないだ

ろう。特に埋土に滑石片を多く含んでおり、 S K8との関連性が強い。時期的にはTK23,...._, 

47型式、 5世紀後半～末に収まるものと考えられる。

iii) B群のあり方

SB2・3・4は切り合っているため S83ー2・4という先後関係は明確である。時期につ

いては須恵器が出土していないため判然としないが、 SB3は5世紀後半代、 S82・4は6世

紀前半代にかかるようだ。

S B 1は単独で存在し、有効な出土遺物が少ないため時期不詳である。SB5は南周壁溝

出土の長胴で平底気味の土師器甕 (248)を見ると6世紀前半以降と考えられる。

N) C• D・E群のあり方

C・D・E群の住居はそれぞ単独に存在し、有効な出土遺物が乏しいため時期不詳であ

る。SB 11は竃跡と考えられる火床が残っているが、一般住居とは異なる特殊な用途の超

小型住居であろう。

V) F群のあり方 （掘立柱建物）

S B 20・21・22は柱筋が整然と通つており、同時期存続は疑いないが問題はその時期で

ある。切合い関係から SB7の排水溝より新しく、 SK2より古いことを確認しているが、

S K2の出土遺物は微量で、混入の可能性が高く、甑片 (008)が土坑の埋没時期を示すも

のとするならば、 SB7とあまり時期差が認められない。また S87の排水溝の埋没時期が

必ずしも住居と同時性を持つものとは言えず、むしろ早い時期に埋没してしまう可能性が

高いことなどを考慮に入れると、SB7などとの同時期存続の可能性も残る。時期決定はか

なり困難であるがここでは古瑣時代後期として捉えておきたい。

II)滑石製品の生産について

i)滑石製品出土のあり方 （第56図）

本遺跡は廃棄土坑である SK8をはじめ多くの住居跡から、多鼠の滑石製臼玉や有孔円板

の未製品、原石などが出土し、完成品の旦は極少ないことから滑石製品の生産に携わって

いた人々の集落と言える。滑石を出土した遺構を平面的に見てみると A群およびB群に集

中しており、滑石製品の生産がこの両群で行われていたことが看取されよう。また滑石製
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品の生産開始は集落の最盛期でもある5世紀後半～末葉で、 6世紀前半頃に終焉するようで

ある。なおC群のSB 12からも出土しているが、これはすべて排水溝からの出土であり、

排水溝の埋没過程での混入の可能性が高い。

ii)滑石製臼玉の製作工程

滑石製臼玉の製作工程についてはすでに幾多の研究（許1~3)によって復元されており、本

追跡例もそれらを傍証するものである。以下に概略を示す。

原田大六氏は 「沖ノ島」のなかですでに滑石製臼玉の大旦生産の過程を想定しており、

最も甫要な碁盤目に筋目を入れて折り割るという工程を明らかにしている。すなわち、

「I. 平た＜剥いだ滑石板の両面を磨きー2.平板の表裏面を碁盤目に刻み→3. 碁盤目の

中央に各一孔を穿ちー4. これを板チョコを折るようにして折りー5.角を落として丸め

たもの」。

中間研志氏は 「牛ガ熊遺跡」のなかで 「1. 原石採取→2. 打割→3. 板状品整形研磨

-4. 格子目状の筋切りー5.方形チップの折り取り→6. 穿孔ー7.周緑整形研磨」と

いう工程を復元している。未穿孔の方形チップがあることから『沖ノ島」例とは逆に、折

り取りの後に穿孔を行なうという行程を想定している。

西田大輔氏は『夜臼・ 三代地区遺跡群 第5分冊」のなかで「7.周縁整形研磨」の最終

段階に「厚さ調整の研磨、もしくは剥離させる」という工程を追加し、さらにチップの折

り取り前に穿孔しているとする資料の存在、およぴ未穿孔の方形チップが出土していない

ことなどから方形チップの折り取り前に穿孔を行っていると判断し、 A (5. 方形チップ

の折り取り一6.穿孔） ・B (5. 穿孔ー6.方形チップの折り取り）の2工程に分類して

いる。

以上の推定復元に本遺跡例をあてはめると、未穿孔の方形チップが13点出土しているこ

となどから方形チップの折り取りの後に穿孔を行っているようで、いわゆる牛ガ熊タイプ、

西田氏の分類ではA工程に準じていると考えている。ただし表面未調整で穿孔のみ行って

いる例 (072)があるが、 1点のみでありここでは例外的に扱っておく。また板状品が比較

的多く、特に SKS出上品 (062)などは、まさに格子目状の筋切りを入れる前段階の製品

と考えられ、無駄のない整った方形を呈していたことがわかる。

iii)滑石製品製作遺跡の類例

現在のところ滑石製品の製作跡として捉えられる遺跡は（荘4)、小郡市の西島遺跡、粕屋

郡志免町の松ケ上遺跡、粕屋郡須恵町の牛ガ熊遺跡、粕屋郡新宮町の夜臼・三代地区追跡

群、粕屋郡粕屋町の古大間池遺跡、太宰府市下水城の裏田遺跡、太宰府市高雄の吉ケ浦遺

跡があり、滑石の産出地である三郡山地の周辺部に集中している。このほかに現在整理中
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であるが宗像郡津屋崎町の勝浦練原遺跡から、滑石製の紡錘車になると思われる未製品、

中央に穿孔を施された一辺1.8cm程の方形の板状品、臼玉、勾玉などが柱穴、溝状迫構から

出土している（註5)。製作跡の可能性があり注目されよう。

N)沖ノ島との関連

沖ノ島の祭祀を陰で支えた多彩な滑石製品の生産地については未だ不明である。無論、

滑石産出地である三郡山地周辺に存在する可能性が高いが、宗像地域においても原石、あ

るいは半製品を持ち込んでの製作も考えられる。今回の調査結果のみで沖ノ島の滑石祭祀

に言及することは時期尚早であろうが、少なくとも祭祀に深く関わる この宗像においても、

5世紀後半～末葉には滑石製品製作の基盤が存在していたと言えよう。

（註1)原田大六1958「第七節 滑石製品」 「沖ノ島」宗像神社沖津宮祭祀遺跡 宗像神社復典期成会

（註2)中間研志1993「牛ガ熊遺跡』須思町文化財調査報告書第6集

（註3)西田大輔1995「夜臼・ 三代地区遺跡群 第5分冊』新宮町埋蔵文化財発掘調査報告書第10集

（註4)前掲（註3)および、赤崎敏男1982「九ヽ 州の石製模造品」 「森貞次郎古希記念古文化論集下巻』

（註5)津屋崎町教育委員会 池ノ上宏• 安武千里両氏のご教示による。

-・ 皐 -·• ·--·---~.~-→重.・-・- ←•~------r-."~ 、

あとがき

本遺跡で出土した滑石は原石、糸lj片を含め総重量約3kgを測る。臼玉、 方形チップなどの極小の

滑石製品は調査後の土壌サンプル水洗によって確認されており、滑石の出土が見られた迫構はすべ

ての覆土を採取、水洗するなど精査に努めれば更なる成果が上がったであろう。整理の段階で遺淵

の多い調査であったことを再認識しており、反省点を今後に活かしてゆくことが貨務である。

また近年、圃場整備事業に伴い中、小規模の集落跡の調査例が増加しており、なかでも竪穴住居

の構造については宗像周辺地域の特色が浮かぴつつある。その一つに屋内、外に高い割合で排水溝

を付設していることがいわれているが、それが立地条件によるものか、上部構造に起因するものか

今だ明らかではない。資料の充実が進めばいずれ具体化していく必要があろう。
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表1 竪穴住居跡一覧表

表2 SK 8出土滑石一覧表

表3 その他の遺構出土滑石一覧表



竪穴住居跡一覧表

表 1

遺構番号 規模（長軸 x短軸） (m) 主柱穴 周壁溝 排水溝(m) カマド 床面積(m') 方 位

SB 1 a 4.35 X 4.20 4 

゜
(7.5) (12.96) N -12° -W 

1 b 5.20 X 5.05 3(4) 

゜
2.0 (20.0) N -12°-W 

SB 2 3.40 X 3.25 

゜
2.5 北 7.24 N -15° -W 

SB 3 a 4.2 X 3.6 4 

゜
10.0 （北） 10.76 N-9° -W 

3 b 5.}Q X 4.40 4 

゜
10.0 （北） 17.08 N-9°-W 

SB 4 4.60 X 3.80 4 

゜
11.84 N - 10• -W 

S85 5.27 X 4.50 4 

゜
2.5 16.0 N -20°-W 

SB 6 (3.40) X 3.30 

゜
8.0 (6.72) N -10° -W 

SB7a 4.80 X 4.30 3 (4) 

゜
16.0 13.76 N -15・ -E 

7 b 6.37 X 3.6Q G 4 

゜
16.0 N -26°-E 

SB 8 a 5.75 X 5.65 4 

゜
9.0 25.64 N -22° -E 

8 b 5.95 X 5.90 4 

゜
9.0 28.32 N - 22• -E 

SB9 2.87 X (2.45) 

゜
(4.0) N-18° -W 

S B l 0 (4.40) X 3.65 4 

゜
5.5 a (6.5) (11.12) N-41° -E 

SB I I 3.]5 X 2.6 0 

゜
(N -36° -W) 

S B 1 2 4.52 X 4.20 4 

゜
17.0 西 • 南 < l 3.20) N -17'-W 

SB I 3 3.85 X 3.35 4 

゜
11.5 9.28 N-41° -W 

SB 1 4 5.6Q X 5.2 Q 4 

゜
3.0 （西） N -24°-E 

SB 1 5 4.85 X 4.85 4 2.5 北 • 西 21.68 N -32°-E 

SB I 6 5.42 X 4.45 2 1.0 22.56 N -10° -W 

SBl7a 3.85 X Q 

゜
(N -4°-VI) 

1 7 b 3.85 X 0 

゜
(N -4 • -W) 

SB I 8 3.65 X 0 3(4) 

゜
N-13° -W 

SB 1 9 a 2.75 X Q 4 

゜
N-7° -E 

l 9 b 3.JO X Q 4 

゜
N-7° -E 
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SK8出土滑石一覧表

表2 (1) 

遺構番号 種 類 大きさ（タテ xヨコ） X厚(mm) 孔径(mm) 重盤(g) 登録番号

0 5 4 原石 87.0 X 40.0 X 15.3 147.0 00057 

0 5 5 ＂ 80.0 X 55.0 X 12.Q 62.9 00059 

0 5 6 ＂ 75.0 X 30.0 X ] 3.4 36.1 00060 

0 5 7 ＂ 80.0 X 40.0 X 14.0 41.4 00058 

0 5 8 ＂ 63.0 X 45.0 X 11.2 29.l 00061 

0 6 2 板状品 39.I o x 46.7 o x 4.4 12.1 00056 

0 6 3 ＂ 22.4 X 38.8 X 3.7 4.15 00072 

0 6 4 II 28.l x 49.2 x 4.1 8.0 00073 

0 6 5 ＂ 
)4.0 X ]8.0 X 3.] 1.0 00065 

0 6 6 ＂ 20.0 X 35.0 X 3.2 3.15 00055 

0 6 7 ＂ 22.0 X 22.0 X 4.3 2.5 00063 

0 6 8 ＂ ) 0.0 X 39.0 X 4.0 1.9 00064 

0 6 9 筋切り痕のみ 9.0 X 2 J.2 X 2.95 0.7 00070 

0 7 0 ＂ I 0.0 x 17.7 x 3.35 0.7 00071 

0 7 I II 13.6 X 20.75 X 3 4 0.9 00074 

0 7 2 穿孔のみ 22.0 X 13.0 X 5.0 1.0 1.7 00062 

0 7 3 方形チップ 92 X 13.2 X).7 0.9 00076 

0 7 4 ＂ 8.05 X 5.Q X 2.55 0.2 00067 

0 7 5 ＂ I 0.08 x 6.65 x 3.55 0.4 00068 

0 7 6 ＂ 7. l x 6.65 x 2.55 0.2 00069 

0 7 7 ＂ 6.2 X 6.)5 X 3.25 0.3 00077 

0 7 8 ＂ 6.1 X 6.3 X 3.0 0.2 00078 

0 7 9 ＂ 6.0 X 5.8 X 2.4 0.15 00079 

0 8 0 ＂ 4 I a x 6.8 x 2.95 0.1 00080 

0 8 1 ＂ 4.5 Q X 5.0 X 2.)5 0.1 00081 

082 ＂ 5.0 0 X 4.8 X 2.4 0.1 00082 

0 8 3 ＂ 4.0 Q X 6.0 X ¥.9 0.1 00083 

0 8 4 ＂ 4.4 Q X 6.3 X 2.9 0.2 00084 

0 8 5 ＂ 4.1 X 6.65 X 2.9 0.12 00085 

0 8 6 ＂ 6.0 X 6.4 X 2.7 1.7 0.12 00087 

0 8 7 ＂ 6.5 X 6.2 X 1.7 I.] 0.1 00096 

0 8 8 ＂ 4.45 G X 4.85 X 12 1.0 0.1未満 00134 

0 8 9 ＂ 
3 8 0 X 5.55 X ].5 0.95 0.1未満 00114 

0 9 0 ＂ 4.5 0 X 5.6 X 1.5 I 0 0.1未満 00128 

0 9 I ＂ 
3.4 Q X 4} X 2.2 1.15 0.1 00101 

0 9 2 ＂ 5.] Q X 5.5 X 2.55 1.15 0.1 00125 

0 9 3 II 5.75 X 5.5 X 1.9 0.95 0.1 00090 

0 9 4 ＂ 4.35 Q X 5.3 X J.7 1.5 0.1未満 00091 

0 9 5 ＂ 5.55 X 5.2 X 2.)5 1.0 0.1 00088 

0 9 6 II 3.4 0 X 5.) X).65 1.2 0.1未満 00118 
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SK8出土滑石一覧表

表2 (2) 

遺物番号 種類 大きさ（タテ xヨコ） X厚 (mm) 孔径(mm) 重呈(g) 登録番号

0 9 7 方形チップ 4.6 X 3.4 Q X 2.Q 1.0 0.1未満 00108 

0 9 8 ＂ 6.45 X 4.6 G X 2.4 1.3 0.1 00086 

0 9 9 II 5.1 x 3.8 a x I 2 0.9 0.1未満 00105 

I O 0 II 6.05 X 6.45 X 4.05 0.95 0.1 l 00092 

I O I ＂ 6.Q X 6.Q X }.6 0.95 0.1 00115 

1 0 2 ＂ 5.8 X 6.Q X 2.85 l.2・l.4 0.11 00089 

1 0 3 If 6 6 X 4.9 Q X 2.25 0.1 00126 

1 0 4 ＂ 4.95 X 6.2 X 2.8 1.1 0.1 00103 

l O 5 II 5 9 X 6.65 X 1.55 0.9 0.1 00093 

I O 6 II 5.15 0 X 7.Q X 1.6 1.05 O.l未満 00097 

1 0 7 ＂ 5.25 <J X 6.25 X ] .5 1.45 0.1 00100 

I O 8 II 5.8 Q X 6.55 X J.9 l.4 0.1 00095 

I O 9 II 6.45 X 6.} G X 1.1 0.9 0.1 00110 

I I 0 II 5.6 Q X 7.0 X 2.0 0 I未満 00123 

I I l II 4.8 0 X 6.Q X J.65 l.O 0.1未満 00098 

I I 2 II 3.Q Q X 56 X 24 1.3 0.1 00102 

l I 3 ＂ 5 4 a x 4.95 a x 1.95 0.1未満 00132 

I I 4 II 6.45 X 4.2 G X 1.7 0.1未満 00129 

I I 5 ＂ 7.Q X 4.05 0 X J.45 O.l未満 00131 

I I 6 II 5.65 X 3.85 0 X 2.1 1.2 0.1未満 00094 

I I 7 II 5 } Q X 6.75 X 1.75 0.95 0.1未満 00107 

I I 8 II 7.35 X 5.Q G X 2.8 0.9 0.1 I 00104 

I I 9 ＂ 525 X 6.65 X 1.4 2.2 0.1 00116 

I 2 0 II 6.Q Q X 4.9 X 2.25 1.0 0 I未満 00124 

I 2 I II 7.45 X 5.2 0 X J.6 0.9 0.1 00113 

I 2 2 ＂ 7.15 X 5.J5 0 X 2.25 1.2 0.1 00133 

I 2 3 II 3.85 Q X 5.4 X 1.3 1.4 0 I未満 00106 

I 2 4 II 6.9 X 3.J Q X 2.9 1.75 0.11 00111 

I 2 5 II 4.2 (1 X 5.8 X 1.7 1.4 0.1未満 00099 

I 2 6 II 3.95 G X 5.2 X 1.3 1.2 0.1未満 00117 

I 2 7 II 4.0 a x 4.6 x I 0 1.0 0.1未満 00119 

I 2 8 ＂ 4 05 Q X 6.55 X 2.0 1.3 0.1未満 00121 

I 2 9 ＂ 6.2 X 5.3 Q X 0.95 Q 0 I未濯i 00130 

I 3 0 JI 3.7 G X 6.65 X 1.45 1.0 0.1未満 00112 

I 3 I JI 2.85 G X 5.Q X 2.2 1.45 0.1未満 00122 

I 3 2 ＂ 3.3 Q X 4.65 X 1.3 1.0 0.1未満 00120 

I 3 3 ＂ 3.5 a x 5.25 x 1.0 a 0.9 0.1未満 00127 

I 3 4 ＂ 3.8 Q X 5.9 X IQ 0.1未満 00152 

I 3 5 JI 4.2 Q X 6.3 X 1.2 1.0 0.1未満 00154 

I 3 6 " 3.95 a x 5.95 x I 0 1.0 0.1未満 00148 
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SKS出土滑石一覧表

表2 (3) 

遺物番号 種類 大きさ（タテ xヨコ） X厚 (mm) 孔径(mm) 重呈(g) 登録番号

1 3 7 方形チップ 4.3 0 X 7.J X J.45 1.05 0.1未満 00155 

1 3 8 ＂ 3.5 0 X 5.35 X 1.3 LO 0.1未満 00109 

I 3 9 ＂ 3.2 0 X 4.4 X Q.45 1.2 0.1未満 00150 

1 4 0 ＂ 5] X 6.9 X 1.2 1.1 0.1未満 00144 

1 4 I ＂ 6.3 X 4.4 0 X 2.Q I.I 0.1未満 00142 

l 4 2 ＂ 5.75 X 6.2 X J.95 I.I 0.1 00137 

l 4 3 ＂ 5.9 X 6.2 X J.5 1.45 0.1 00140 

I 4 4 II 5.4 X 5.7 X J.45 1.1 0.1未満 00139 

I 4 5 ＂ 5.55 x 58 x 2 I 1.2 0.1 00138 

I 4 6 II 6.0 X 5.7 X l.55 1.2 0.1 00136 

l 4 7 ＂ 6.9 X 6.9 X 3.0 0.9 0.3 00066 

I 4 8 ＂ 5.5 X 6.1 X 1.6 1.1 0.1 00135 

l 4 9 II 4.5 X 5.1 X 1.4 LO 0.1未満 00143 

1 5 0 II 5.7 X 7.9 X 2.0 1.0 0.1 00141 

1 5 I ＂ 4.9 x 5.4 a x 1.7 1.0 0.1未満 00151 

l 5 2 臼玉（未製品） 3.0 Q X 4.8 X Q.8 0.1未満 00149 

I 5 3 ＂ 2.95 Q X 6 6 X 1.2 1.2 0.1未満 00147 

I 5 4 II 3.4 0 X 5.3 X J.15 1.1 0.1未満 00156 

I 5 5 ＂ 3.6 Q X 6.45 X ].2 1.1 0.1未満 00145 

I 5 6 ＂ 4.2 a x 4 55 a x 1.3 0.1未満 00153 

I 5 7 臼玉 直径3.85X厚1.6 1.2 0.1未満 00172 

1 5 8 " 3.7 Q X 1.05 1.0 0.1未満 00173 

I 5 9 ＂ 4.) X 2.Q 1.25 0.1未満 00169 

l 6 0 ＂ 4.3 X 1.2 1.25 0.1未満 00171 

I 6 I ＂ 4.15 X 1.95 1.1 0.1未満 00161 

I 6 2 ＂ 4.Q X 2.2 1.2 0.1未満 00158 

I 6 3 ＂ 4.3 X 0.95 1.1 0.1未満 00159 

I 6 4 ＂ 5.5 x l.65 LO 0.1未満 00163 

I 6 5 ＂ 5 5 X 1.3 1.4 0.1未満 00166 

I 6 6 ＂ 4.8 X 1.2 1.2 0.)未満 00164 

I 6 7 ＂ 5.3 X l.3 LI 0.]未満 00165 

1 6 8 ＂ 4.8 X 1.4 l.1 0.1未満 00157 

1 6 9 ＂ 4.9 X l.8 1.15 0.1未満 00162 

I 7 0 ＂ 5.25 X ].Q 1.3 0.1未満 00167 

1 7 I ＂ 5.55 X l.J5 1.25 0.]未満 00168 

I 7 2 ＂ 6.75 X 2.6 1.45 0.1 00146 

l 7 3 ＂ 5.5 X J.95 1.1 0.1未満 00160 

I 7 4 ＂ 5.0 0 X 2.1 0.1未満 00382 

I 7 5 ＂ 4.8 X 2.Q I.I 0.1未満 00170 

その他 剥片などの未加工品 530 
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その他の遺構出土滑石一覧表

表3 (1) 

追構番号 遺物番号 種類 点数 重量(g) 出土地点 登録番号

S K 2 l 未加工品 3点 6.9 

SK 2 2 ＂ 1点 73 

SK 2 6 ＂ ＂ 0.9 

SK 2 7 198 ＂ 
II 155.7 

＂ 199 板状品 ” 1.9 

＂ 
未加工品 5点 64.1 

SK 3 3 ＂ 
l点 2.6 上層

SB I b ＂ 3点 2.6 南周壁溝

SB 2 219 有孔円板未製品 1点 2.5 南周壁溝 00220 

II 220 未加」こ品 II 2200 北周壁溝 00221 

＂ ＂ 2点 7.6 ＂ 
＂ 

板状品 JI 5.3 西周壁溝

II 未加工品 3点 l9.9 II 

SB 3 a 241 扶りを有する原石 1点 29.8 柱イ

S83b 240 紡錘車 ＂ 99 床面 00243 

＂ 
未加工品 ＂ 39 束周壁溝

＂ ＂ 
6点 152.2 西周壁溝

II 

＂ 3点 11.9 北周壁溝

II 

＂ 1点 1.0 排水溝

II 

＂ ＂ 25.2 柱イ

＂ ＂ ＂ 10.4 遺構上面

＂ ＂ 
4点 89.5 

SB 4 245 板状品 l点 11.3 東悶壁溝 00257 

＂ 246 ＂ ＂ 2.5 ＂ 00255 

＂ 247 ＂ ＂ 
2.0 00256 

II 未加工品 II 4.3 束周壁溝

SB 5 ＂ ＂ 5.2 

SB6 273 臼玉 ＂ 0 I 00265 

＂ 
未加工品 ＂ 45.8 

＂ 
If 5点 78.l 東周壁溝

SB 7 a 277 有孔円板 1点 11.8 北周壁溝 00280 

＂ 278 有孔円板？未製品
＂ 

8.7 00281 

＂ 279 ＂ ＂ 
5.6 東周壁溝 00282 

＂ 280 板状品 ＂ 
7.4 南周壁溝 00283 

＂ ＂ ＂ 0.7 東周壁溝

II 未加工品
＂ 

9.3 ＂ 
＂ ＂ 8点 73.5 南周壁溝

SB7b 287 有孔円板 1点 3.8 北周壁溝 00284 

＂ 
未加工品 ＂ 4.7 ＂ 

＂ 
板状品 5点 245 西周壁溝
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その他の遺構出土滑石一覧表

表3 (2) 

遺構番号 遺物番号 種類 点数 頂量(g) 出土地点 登録番号

SB8a 板状品 1点 6.5 

＂ 未加工品 ＂ 24.5 

S B 1 2 ＂ 2点 87.9 排水溝

＂ ＂ 4点 31.0 

SB 1 3 ＂ 10点 159.2 

SB 1 4 ＂ 2点 4.6 下層土坑

＂ ＂ 3点 10.3 柱口

＂ ＂ 1点 1.2 排水溝

＂ ＂ 2点 5.2 西辺焼土内

SB l 4 a 3 2 2 有孔円板 l点 4.3 雨周壁溝 00329 

＂ 
未加工品 2点 2.1 西周壁溝

S B 1 4 c II 1点 19.7 表面

＂ 
JI 5点 33.5 

SB I 5 3 3 2 紡錘車 1点 12.0 00359 

II 板状刻片 2点 0.9 

＂ 未加工品 13点 219.2 

表面採集 ＂ 3点 72.0 SB7東側

＂ ＂ l点 49.1 S88北側

II ＂ 
II 150.0 調査区中央東側
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